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　はじめに

　「歌わぬ児よ、許してくれ。かうした感傷的な気持ちに誘うものは、職員室の軒
下に迫ってくる日も夕暮れの静寂さである。」１）
　　　　　　西久保奈良石著「劣等児教育の実際研究」序文より。

　1993年度京都教育大学の特別専攻科に奈良県から内地留学する機会を得た。奈良
県の代表として１年間研修するからには奈良県の障害児教育のために役立つものは
ないかと考えた。その結果、私自身が中学校の障害児学級の担任を１７年間取り組
んできた経験から、奈良県の障害児学級の歴史についてまとまった研究がみあたら
ず誰かがやらなければならないと思い調査研究に取り組むことにした。
　奈良県における障害児学級の歴史探究をテーマとして調査活動をはじめたものの
それぞれの年度毎に個々の障害児学級の実践記録や報告が教育委員会の機関誌や研
究会の紀要等に発表されてはいるが、それを障害児学級の歴史としてまとめたもの
がほとんどない。障害児教育の歴史の中で障害児学級が果たしてきた役割は大きく
養護学校よりも歴史が長いにもかかわらず、障害児学級の歴史について書かれた分
量はわずかしかないのが現状である。それは、ほとんど個人として各学校に分散し
ており、各担任にその実践がまかされ、かえりみられていなかったからだといえ
る。ただ唯一、障害児教育百年奈良県記念誌の中に、奈良県の障害児教育研究会に
よる奈良県の障害児学級の歴史の記述をみいだすことができる。本研究論文は主に
この資料を基礎文献として菅田洋一郎教授の指導の下に研究したものである。

＜注と引用文献＞
１）西久保奈良石氏は大正１３年から昭和７年まで桜井尋常高等小学校の訓
導として戦前の奈良県における劣等児教育の先駆者の一人、（昭和３年）：
劣等児教育の実際研究，教育書館，自序，４頁。
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第１章　研究考察の視点

　昔のことは時代おくれで今ごろ調べても何の役にたつのか？それよりも最新の障
害児教育の情報を調べるほうが価値があるにちがいない。誰しもそう考えるかもし
れない。最新の到達点を知るのも一つの方法かもしれない。しかしあえて、現代を
知るために過去に目を向けるのも一つの方法である。今までたどってきた道のりを
明らかにする中でこれからの将来を見通す視点も見えてくるのではないか。しか
し、だだ単にたどってきた道のりを明らかにするだけで終ってはならない。その中
からどのような教訓を引き出すかが重要である。「なによりも障害児教育は社会的
な存在であり、それは能力観の問題につながる。一般社会の人々が能力をどう考え
ていたのか。たとえば、勉強できないからかわいそうととらえるのも一つの能力観
である。明治の頃は富国強兵という社会的な背景があり、学校はそれに答えるため
に詰め込み的な教育をした。そして、学業成績とりっぱな兵隊にするために力がそ
そがれた。また、学問が立身出世につながると考えられた。能力を時代時代の人々
がどうとらえていたのか。その中から特別学級ができ、能力観によって排除された
子供達がいたのである。」と菅田教授がゼミで述べられたことが示唆的である。本
論文の中心的なテーマは戦前・戦後を通じて特別学級や特殊学級・障害児学級がど
のような過程で生まれ発展してきたのかということにあるが、それだけにとどまら
ず、それらを産みだした当時の能力観を明らかにすることでもある。また、それ
は、当時の教師をはじめ教育にかかわった人々がどういう思いで子供たちの教育に
あたり何をめざしていたかということを明らかにすることでもある。
　本論文では特に次のことに視点をおいて研究考察する。
◯障害児学級のおもに知的障害に視点をあてて考察する。
◯奈良県における障害児学級の歴史的流れを戦前から現在まで総合的に考察する。
◯長欠児、就学猶予・免除等の資料から考察する。
◯当時の教育の構造分析からその時代の能力観について考察する。
◯児童生徒にこんな力をつけたいという教師の思いについても考察する。
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第２章　研究の方法

第１節　研究方法の概要
　
　研究方法として大きく分けて文献調査、訪問調査、聞き取り調査の３つの方法で
取り組んだ。

（１）文献調査
　　　１）県内の文献　

基礎資料　「障害児教育百年奈良県記念誌」
県障害児教育研究会関係　「奈良県の障害児教育」「紀要」
教育委員会関係「奈良県教育」「のびゆく教育」「教育年報」
奈教組関係　「全国教研レポート」
学校史・障害児学級史　「奈良女子大学附属小学校７０年史要」
「桜井小学校創立百年記念誌」「鼓阪小学校創立百年記念誌」
「片塩小学校障害児学級設置３０年記念誌」
「奈良の障害児教育白書」「奈良の障害者問題」

　　　２）全国の文献
「劣等児教育の実際研究」　西久保奈良石著
「日本新教育百年史　」第６巻　近畿
   文部省関係「わが国の特殊教育」
「特別学級史研究」　戸崎敬子著
「わが国における『精神薄弱』概念の歴史的研究」茂木俊彦,高橋智,
   平田勝政著
「奈良県障害児教育運動史研究(1)～(3)」奈良教育大学教育研究所紀要

 　　　３）文献調査場所
京都教育大学図書館、奈良女子大学図書館、奈良教育大学図書館
奈良県教育研究所図書室、奈良県教育会館書庫（奈教組）
奈良県立橿原図書館、奈良県立医大図書館、奈良県立奈良図書館

（２）訪問調査
県教委訪問、桜井小学校訪問、成美学寮訪問、片塩小学校訪問　
鼓阪小学校訪問、吉野中学校訪問、整肢園訪問、橿原市教委訪問
光陽中学校訪問、若草中学校訪問
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（３）聞き取り調査　当時の担任
故松井先生の調査、西村先生　鼓阪小学校、坂口先生　吉野上市中学校
吉田先生　光陽中学校、中村先生　片塩中学校

第２節　研究方法についての補足

（１）文献調査

　１）基礎文献とした「障害児教育百年奈良県記念誌」について
　この文献は昭和５３年が明治１１年の京都盲唖院が出来てから我国における障害
児教育百年にあたることから、全国特殊学校校長会を中心に百年記念会を結成する
全国的な動きの中で、奈良県においても「障害児教育百年奈良県記念会」が結成さ
れ、記念式典、作品展、記念誌の発行等の事業の一貫として昭和５４年に発行され
たものである。「本書は奈良県における各障害児学校や学級の成立と、その歴史の
あとをかえりみ、現下の実状を明らかにするとともに、将来への飛躍を図ることを
目的として刊行したものである。」と編集後記にあるように、奈良県の障害児教育
全体をまとめた唯一の文献である。特に、本論文で基礎資料とした障害児学級に関
する歴史の部分は、奈良県障害児教育研究会の中村隆宣氏を中心に昭和５３年の全
特連奈良大会を開催した時に研究会の歩みを「奈良県の障害児教育」としてまとめ
られた冊子が基になっている。この内容は戦後の部分について「日本の精神薄弱教
育　戦後３０年地域史｢中部日本」２）の奈良県の２４９～２６４頁に載ってい
る。また、昭和６２年にも同じく第２４回近畿特連奈良大会の資料として「奈良県
の障害児教育」としてその後の歴史を追加した冊子が発行されている。

　２）奈良県教育委員会の発行文献について

　奈良県教育委員会が発行している文献については、「奈良県教育」が歴史的に一
番古く戦前から発行されている唯一の雑誌である。明治４４年から奈良県教育会に
よって発行されている。戦前の特別学級につての記載はほとんど発見できなかっ
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た。戦後も教育委員会によって発行され、戦後の障害児学級の歴史を知るうえで貴
重な資料となっている。もう一つ、奈良県教育委員会によって発行されている「の
びゆく教育」は昭和２９年から発行され最初のころは教育委員会の月報として会議
録が詳しく載せられるなど広報的な雑誌である。ここにも戦後の障害児教育の行政
も含めた貴重な資料を発見することができた。最後に、「教育年報」という年度ご
との奈良県の教育のまとめが昭和２４年から毎年発行されており、その中の特殊教
育及び障害児教育の項目にもその年毎の特徴的な動きを知ることができる。
　これらの資料につては一覧表として別に掲載する。

　３）奈教組関係「全国教研レポート」について

　教育委員会の資料ともう一方の資料として教職員組合の全国教研のレポートに注
目した。奈教組の地下の書庫に毎年奈良県の教研集会の障害児教育の分科会でレ
ポート発表と討議を経て奈良県代表として発表した全国教研のレポートが保存され
ていた。障害児教育については昭和３２年の第７次教研のレポートから発見でき
た。全国の動きとつながる場として非常に貴重な資料である。一覧表を別に掲載す
る。もう一つ、貴重な資料として職員録が保管されている。戦後の昭和２４年から
の職員録から当時の担任名を調べる手がかりとなった。

　４）学校史・障害児学級史について

　桜井小学校と鼓阪小学校につては「創立百年記念誌」に障害児学級についての資
料が記載されていた。「奈良女子大学附属小学校７０年史要」については年表とし
て特別学級の記述を見い出せた。注目すべきなのは、片塩小学校の「三十年の歩み
障害児学級設置３０年記念誌」である。奈良県最初の障害児学級として発足した伝
統のある学級として歴史をまとめた資料として非常に貴重なものである。

　５）全国的な文献について

　戦前における桜井小学校の促進学級について唯一残されている文献として西久保
奈良石氏の「劣等児教育の実際研究」は貴重な文献である。
　また、戦前の特別学級を研究する上で戸崎敬子氏の「特別学級史研究」２）から
多くの示唆をうけた。また、清水寛氏との共同研究による大学紀要の論文にも多く
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の発見をえた。もうひとつ茂木俊彦氏らの「わが国における『精神薄弱』概念の歴
史的研究」３）は戦前における多くの資料について貴重な情報となった。「学校衛
生」及び「小学校」等の戦前における教育関係雑誌についての発見はこの研究にお
うところが大きい。また、奈良教育大学教育研究所の「奈良県障害児教育運動史研
究」からは、戦後の年表づくりや障害の重い子どもの教育保障等の先行研究として
多くの示唆をえた。

（２）訪問調査について

　文献調査では具体的な当時の担任者の連絡先や地理的な状況が理解できない場合
が多いので、特に重要と思われる学校等について現地訪問調査をした。戦前につい
ては、桜井小学校を訪問した。大正から昭和初期のことであり移転により全く当時
の面影はなかったが、「桜井小学校創立百年記念誌」の中に桜井教育の記述と西久
保奈良石氏の在職期間等の資料を発見した。県教育委員会訪問では田中文嗣指導主
事より基礎資料とした「障害児教育百年奈良県記念誌」と「奈良県教育」を提供し
ていただいた。また、県障害児教育研究会の中村隆宣校長先生を紹介いただいた。
成美学寮の訪問の目的は戦後特殊学級が出来るまで奈良県で最初の精神薄弱児施設
のできる経緯の調査であった。春の坂道で有名な剣豪の里柳生の小高い山の上の芳
徳寺の中にあり、秋の叙勲で端宝章を受章された寮長夫人で寮母の橋本美江子さん
から前寮長の橋本定芳氏の開設にいたる経緯をお聞きした。故橋本定芳氏のりっぱ
な追悼録を提供いただいた。鼓阪小学校の訪問では、同窓会名簿から当時担任で
あった松井常雄氏と西村幸治氏の住所と連絡先を教えていただくとができた。片塩
小学校の訪問では、「障害児学級設置３０年記念誌」を提供いただいた。吉野中学
校訪問では、奈良県最初の中学校の特殊学級の担任である坂口京一氏の住所と連絡
先を教えていただくことができた。また、橿原市が市費で講師を採用して未認可で
特殊学級を経営していた光陽中学校では、当時の担任だった吉田善次郎氏の連絡先
を教えていただいた。若草中学校には昭和３０年に精薄学級が開設されたという記
述があるがその当時存在したという事実は確認できなかった。このように、文献調
査では確認できない具体的な多くの資料と情報を得ることができ、つぎの聞き取り
調査につなげることができた。学校の沿革史等にも障害児学級のことが記入されて
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いない場合が多く確認には聞き取り調査が必要の場合がほとんどであった。
（３）聞き取り調査について

　学校訪問等で得た当時の担任の先生の連絡先をたよりに４人の先生に直接お話を
聞くことができた。奈良県の障害児教育の草分けとして開拓してこられ奈良県初の
読売教育賞など大きな業績を残された鼓阪小学校の西村幸治氏をはじめ、現在８７
才であるにもかかわらず当時の記録を大切に保存されていた光陽中学校の吉田善次
郎氏、吉野上市中学校で奈良県最初の中学校の特殊学級の担任として活躍された阪
口京一氏、現役では唯一の元片塩中学校の担任で県の障害児教育研究会で活躍され
た二上小学校校長中村隆宣氏にも長時間親切に情熱をもって当時の貴重な生のお話
を聞かせていただくことができた。奈良県最初の特殊学級の担任であった片塩小学
校の米田新一氏と鼓阪小学校の松井常雄氏はともに故人となられており当時の様子
を聞くことができなかったことは残念であった。

（４）用語について

　現在では問題があるとして使われていない用語が多数あるが、歴史的な資料とし
て当時の原文のまま記述することとした。

 ＜注と引用文献＞
２）全日本特殊教育研究連盟編（1979）：日本の精神薄弱教育－戦後３０年
－地域史｢中部日本，日本文化科学社，249-264頁，奈良県の戦後障害児教
育史（吉村正嗣・中村隆宣）。
３）高知大学　戸崎敬子（1993）：特別学級史研究－第二次大戦前の特別学
級の実態－，多賀出版 。
４） 東京都立大学  茂木俊彦、日本福祉大学  高橋智、長崎大学  平田勝政
（1992) ：わが国における「精神薄弱」概念の歴史的研究，多賀出版。　
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第３章　戦前における特別学級について

第１節　明治末から大正期の師範学校附属小学校にお

　　　　ける特別学級
 　斎藤千栄治５）氏を中心とする奈良女子高等師範附属小学校の場合

　基礎文献とした「障害児教育百年奈良県記念誌」昭和５４年（1979年）には、奈
良女子高等師範附属小学校の特別学級についての記述はない。しかし、その存在に
ついては京都教育大学の菅田教授の指導のもとに当時学生であった浅尾紘也氏が京
都教育大学特殊教育学科の昭和41年度卒業論文　（1966年）「精薄児教育に於け
る分団教育の歴史的考察　」６）の中に記されている。また、『精神薄弱問題史研
究紀要』No５　70頁　昭和４２年５月１５日に発表されている。菅田教授よりそ
の論文の資料集をお借りした。その資料集は特別学級の担任であった斎藤千栄治氏
の自宅から発見された手記と奈良女子高等師範附属小学校の職員会記録から抜粋し
て書写された１０９頁におよぶ資料で、当時の特別学級の取り組みを克明に証明す
るすぐれた資料である。
　明治４０年（1907年）の師範学校規程（文部省令第十二号）の公布による文部省
訓令第６号「師範学校規定の要旨及施行上の注意事項」の中で「規定に示せる学級
の外なるべく、盲人、唖人、又は心身発育不完全なる児童を教育せんがため、特別
学級を設けて、この方法を研究せんことを希望す。蓋し此の如き施設は、従来未だ
多く見ざる所なりと雖も、我が国教育の進歩と文化の発展とに伴ひ、将来に於て、
その必要あるを認むるを以てなり。」この結果としていくつかの師範附属小学校に
特別学級が設置された。その一つとして奈良女子高等師範附属小学校にも特別学級
が明治４５年（1911年）に設置され、大正１５年（1926年）まで続いた。斎藤千
栄治氏はその初代の担任であった。
　斎藤千栄治氏が担任したのは１年間であったが、この経験を当時の雑誌「小学
校」７）に「劣等児及低能児教育の実際的研究」と題して５回にわたって連載して
いる。奈良女子大学の図書館で閲覧することができたが、その内容は浅尾紘也氏が
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発見した手記と重な
るところがある。浅
尾氏の資料集では手
記がどのような目的
で書かれたものであ
るか不明とあった
が、「小学校」に載
せるための原稿ない
しは、手記にこの
「小学校」の発行号
と頁が出てくること
から斎藤千栄治氏が
一冊の本にまとめよ
うとしたものではないかと考えられる。斎藤千栄治氏は後に京都市の小学校の校長
となり、戦前の京都市における特別学級の計画設置の推進に大きく貢献した。これ
については、藤波高氏の「とり残された子らの京都の教育史　明治・大正・昭和の
実践」８）1988年　京都文理閣　に詳しく書かれてある。

＜注と引用文献＞
５）斉藤千栄治氏は明治４５年から大正２年にかけて奈良女子高等師範附属
小学校の特別学級を担任　奈良県における低能児及び劣等児教育の先駆者
６）浅尾紘也　京都教育大学特殊教育学科　昭和41年度卒業論文（1966年）
「精薄児教育に於ける分団教育の歴史的考察」「同　資料集」
　『精神薄弱問題史研究紀要』No５　70頁　昭和４２年５月15日
高橋智・荒川智　「大正新教育と障害児教育の関係と構造－奈良女子高等師
範附属小学校を事例として－」　障害者問題研究　第４８号1987年
７）斎藤千栄治「劣等児及低能児教育の実際的研究 (１)～(５)」『小学校』第
１６巻第３号５号８号１０号１２号　1913年11月～1914年３月
『七十年史要』創立７０周年記念　奈良女子大学附属小学校　1981年
８）藤波高(1988）：とり残された子らの京都の教育史　明治・大正・昭和の
実践，京都文理閣，２７頁　，大正１１年　京都市立成徳小学校　校長斎藤
千栄治は大正元年奈良女子高等師範附属小学校で低能児学級（分団形式）を
担任したことがあって、その経験から特別学級開設への熱意と理解をもって
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いた。また、大正１５年滋野小学校校長として田村一二さんを特別学級担任
として育てられ、永らく京都市特別児童教育研究会会長として終戦前の其教
育の功労者である。

第２節　大正期における公立小学校の特別学級
　　　　　特別学級史研究より　

　
　奈良県における戦前の特別学級につては第１節の奈良女子高等師範附属小学校と
後述する第３節の桜井小学校の２例が早くから確認されているが、戸崎敬子氏の最
近の著書「特別学級史研究－第二次大戦前の特別学級の実態－」の中の大正期にお
ける全国的な調査の中に治道小学校の記述９）があり注目される。

　（１）治道小学校の場合
大正１２年　特別学級（３年と６年に各１学級）
「成績不良」児（知能指数９０以下、身体発育不良、学習能力の一部の
欠損、生理的欠損等を有する児童。３学年２０名、６学年２８名、久保
式知能検査実施）
日常生活の基礎・道徳的基礎の養成。個人的・分団的指導。教科の軽減
と進度の加減。実物教授の重視。児童の将来を考慮し実際生活と連絡を
図る。反復練習の重視。成績向上の際は普通学級に復帰。
文部省文部大臣官房学校衛生課『特別学級編制に関する調査』1923年
（大正１２年）１０月調査、２４年（大正１３年）７月発行、全107頁
９）戸崎敬子（1993）：特別学級史研究，多賀出版，248～249頁。
乙竹岩造「教育の理論並に実際」大正１０年９月109号・１０月110号
『奈良県教育』分団の本義は相互にたすけあはすこと。低能児に対して
は特別学級を編制する。

　（２）朝和小学校の場合10）

10）大正期における文部省『全国特殊教育状況』の「特殊教育実施校」
に対する実地調査報告｡　高知大学教育学部研究報告　第40号　清水寛
（埼玉大学）　戸崎敬子（高知大学）1988年　朝和小学校にも特別学級
があったらしいが清水氏らの実地調査では確認されていない。
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第３節　大正新教育と昭和初期の公立小学校における

　　　　養護学級及促進学級
　　　　　　西久保奈良石氏による桜井小学校11）の場合

　（１）基礎文献「障害児教育百年奈良県記念誌」より

　昭和に入って桜井小学校（現桜井市立）で、いろいろな教育方法の試行をされた
が、昭和２年から３年年にかけて２年生約２００人の中から身体的に虚弱な児童
や、精神的に遅れとまではいかずとも、例えば極度に内気なために学級から落ちこ
ぼされるような児童を約１５～２０人をあつめて『養護学級』とし、時には日光欲
をしたり、椅子も安楽イスを用いるといった配慮をめぐらし、特別なカリキュラム
のもとに指導した。さらに故西久保奈良石氏が中心となり、４年生の中からとくに
今でいう、ちえ遅れの児童を収容して『遅進児学級』を開設した。これは父兄その
他から少なからず意見がよせられたようであるが、先生の教育者としての信念姿勢
に心服して、大勢の父兄が子女をあずけたということである。学習の成果を先生
は、昭和３年「劣等児教育の実際的研究」と題して世に発表している。また、一
方、小学校５年生を能力別の３クラスにわけて指導したり、４年生以上高等科２年
生まで全員を、朝３０分早く登校させ、８時から１時間『自由学習』として、地
理、国語、算数など児童、生徒が自由に選択し
て講座に参加させ学習をしたということである
が、満州事変、支那事変等の勃発によってやむ
なく中止せざるを得なくなったもようである。
（玉川学園大学編纂「日本教育の百年史」にこ
のへんの様子が記述されており興味深いものが
ある）12）　
　以上、「障害児教育百年奈良県記念誌」３１
頁（１）障害児学級の発祥　の中の戦前の桜井
小学校の部分の記述である。この記述をもとに
調査をはじめ、西久保奈良石氏の「劣等児教育
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の実際的研究」と玉川学園大学編纂「日本教育の百年史」の２文献を探した。そ
の結果、「日本教育の百年史」は「日本新教育百年史」13）第６巻近畿　（玉川大学
出版部　小原國芳編　昭和４４年）であることがわかった。

　（２）大正新教育と福島楢二14）氏について

　この「日本新教育百年史」第６巻にもとづいて桜井小学校についてわかったこと
は、西久保奈良石氏の昭和２年から３年の取り組みの前提となるものとして大正新
教育を無視しえないということである。即ち、第２章　新教育をリードした桜井教
育にあるように福島楢二校長を中心に大正１０年から全国を相手に５回も初等教育
研究大会を開催し全国的に有名な大正新教育の推進校であったことである。福島楢
二校長は、「ほんとうの人間教育をやってみたい、知識注入でなく、早生の人間形
成でなく、児童の自由自主自学の教育を確立してみたい15）」という抱負のもとに
画期的な新教育を展開した。「教育の根源は教師自身にある。だから一にも二にも
優れた教師を集めねばならぬ。16）」と述べ、『進みつつある教師のみ、人を教う
る権利あり』というジステルエッヒ17）の教師訓にもとずいて優秀な教師を他校よ
りも一号俸高くしてでも採用していたという。当時の様子を大正１３年の卒業生で
ある保田輿重郎1８）氏が桜井小学校百年史のなかに小学校の思い出として次のよう
に書いている。「・・福島楢二校長がこられたこの頃から桜井小学校は、当時とし
て新しい自学自習という趣旨の自由な教育方針を行って、その成果を見せるため
に、毎年小学校教員を集めた研究会を催していた。全国から千人も教員が集まった
といっていた。この時の指針は、ダルトンプランだったということを聞いていた
が、１０年も後にその意味を知った。教室の机の並び方も、児童が四方から向い
合って８人位を一集団とし、ほとんど自習本位だったが、区切りごとに児童が質問
したし、先生が説明や要点や注意をされたようだった。すぐれた先生が集まったか
らできたことだった。当時は学校所在町村の方針によって、先生を優遇して秀才を
集めることができたそうで、大正時代の桜井町は教育熱心だったが、このことは明
治のはじめからこの町の伝統だった。桜井という所は、幕府時代から自由な町だっ
たのである。・・19）」この中に出てくるダルトンプランこそが桜井の教育を解く
鍵である。
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　（３）パーカーストのドルトンプランとのかかわり

　ダルトンプランとはアメリカのパーカーストによってマサチューセッツ州で計画
実施された児童の能力に応じて学習目標と内容を定めて教師と学習作業についての
契約を結び、各学習室において教師を相談相手として学習を進める教育法ドルトン
プランのことである。　Education on the Daltonplan .1922年　パーカースト著
日本訳としては1922年に赤井米吉氏によって「児童大学の実際」として出版されて
いる。赤井米吉訳　中野光編　「ドルトンプランの教育」世界教育学選集８０　
1974年　 の中野光氏の解説によると、ドルトンプランと障害児教育とのかかわり
という点で注目すべき指摘がある。即ち、パーカーストがドルトンプランを確立す
るまでに障害児学級でこのプランを実施して注目すべき成果をあげ、その成功がド
ルトンプランが生まれる直接の契機になったというのである。そしてさらにさかの
ぼってパーカーストがイタリアのモンテッソーリ（1870～1952）に学ぶためにイ
タリアに留学していたのである。以下引用する。　パーカーストは1914年モンテッ
ソーリに学ぶためにイタリア留学。モンテッソーリはローマ大学で女性としてイタ
リアで最初の医学博士で、精神病患者の看護・治療やいわゆるちえおくれの子ども
たちの教育体験にもとづき「モンテッソーリ教育法」（Montessori Method）を創
案して有名になった。その教育原理は「子どもの自由－すなわち子どもの本性の個
人的自発的発現の発達を許すような自由」（The Liberty of the child - such 
liberty as shall permit a development of indvidual, spontaneous manifestation 
of the chaild's nature)　子どもの自由な自己活動を精神的、身体的発達の基礎とす
る教育改造を志向しつつあった。この教育に学んだパーカーストは1915年にカリ
フォルニアでモンテッソーリ教育法の実施に参加し、1919年には、パークシャの障
害児学級でこのプランを実施して注目すべき成果をあげたのだった。この成功がド
ルトンプランが生まれた直接の契機なのだった。すなわち、パークシャの学校の経
営者であったクレーン夫人（W.M.Crane）はパーカーストの教育的識見と力量を高
く評価し郷里のマサチューセッツ州の小都市ドルトン（Dalton）の中等学校におい
て教育計画を実施した。時に1920年（大正９年）２月のことであった。「ドルトン
実験室プラン」Dalton Laboratory Plan いわゆるドルトンプランDalton plan は
このような経過をたどってできあがり実施された。20）　　
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　このドルトンプランの重要な観点は「子どもらを単なる教授の対象とするのでは
なく、学習の主人公としてとらえなおした」ということである。これこそ大正新教
育のめざしたところであり、奈良女子高等師範附属小学校の主事木下竹次氏が唱え
た奈良の学習法につながるものである。また、ドルトンプランそのものに障害児教
育とのかかわりが内包されていたことはひじょうに示唆的である。当時の桜井小学
校は大正新教育のメッカといわれた奈良女子高等師範附属小学校にさかんに授業参
観に行ったり、また女子高等師範の教授や訓導らが桜井小学校の実地指導に来たり
して多くの影響を受けた。大正１１年の桜井小学校の第２回教育研究会では奈良女
子高等師範附属小学校主事木下竹次氏が「学習について」と題した講演をしてい
る。この桜井小学校の新教育は全国的に有名になったが、県や郡視学からは警戒視
され福島楢二校長は大正１４年３月、突然転勤を命じられる。しかし、その後も２
回全国初等教育研究大会を開き、映画研究会や促進学級研究会21）などに受け継が
れていく。

　（４）西久保奈良石氏の劣等児教育の実際研究より

　このように、桜井小学校でのドルトンプランに
よる大正新教育の実践という土壌の上に様々な成
果が昭和初期に花咲いていく。その一つが昭和３
年に出版された西久保奈良石氏の「劣等児教育の
実際研究」である。この文献の発見は困難をきわ
めたが奈良県立橿原図書館に所蔵されていた。そ
の内容に入る前に、西久保奈良石氏が桜井教育の
回顧（座談会）の中で大正新教育と劣等児教育の
かかわりについて次のように述べている。「・・
大正も半ばごろから従来の教育から脱皮し、新し
い曙光を迎えたのである。自由主義、児童の生活
尊重、労作体験を重んじ、個性発揮により協力社
会の完成等々と、一大変革が要求せられたことで
ある。幸いにしてわが桜井小学校もこれらの潮流
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をよく消化し、特別教室を整備して、始業前１時間の『自由学習』時間の特設をみ
た。やがて養護を主にした『養護学級』、劣等児を中心にした『促進学級』を特設
した。これらの養護学級や促進学級の特設は、新教育が、個性を尊重し、児童の生
活、体験を重視するたてまえから、当然生まれるべき性質のものである。こうした
学級に編入された児童は、みんな一様に、それまでみられなかった生気あふれる学
習態度に変ったことは今なお、私の印象に強く残っている。それが近隣の学校にも
父兄にも聞こえて、わざわざ転校する希望者さえでてきたのである。22）」

　
　さて、新教育から当然うまれるべき性質のものとしての西久保奈良石氏の「劣等
児教育の実際研究」であるが、その内容から「養護学級」と「促進学級」の二つの
点に注目してみたい。昭和３年の桜井小学校の学級編成として次のような編成を組
んだことが記されてある。

　第３章　第２節　吾が校学級編成と劣等児教育
　

昭和３年度各学年学級編成
第１学年　イロハの３学級　児童の生年月日別　各学級男女合併

イ組　最年少者　虚弱児、劣等児　促進学級　５２名
第２学年　イロハの３学級　イ組　虚劣の特別学級　４０名　
　　　　　　後の２学級　能力平分の男女学級
第３学年　イロハニの４学級　

イ組　養護学級　３４名　校医診察の結果
ロ組　促進学級　３１名　知能検査により
他の２学級　　性別により男と女の編成

第４学年　男、女の２学級　性別による編成
第５学年　男、男女、女の３学級　性別による
第６学年　男、男女、女の３学級　性別による
高等１年　男、男女、女の３学級　性別による
高等２年　男、男女、女の３学級　性別による

　５年以上　算術科のみ、優、中、劣の３組に毎時編成替え能力別
　劣等児、虚弱児救済の為の特別学級が４学級あり、
　能力別取り扱いを加味したものに算術科
　編入児童は固定的なものでわはない。その児童の促進程度により随時他学級へ復
帰しまた他学級より編入される者もあるという移動的のものである。2３）
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　この学級編成の特徴は各学年の特性によって基準がちがうことである。１年生は
生年月日別が基準であり、３年生以上は性別により編成されている。そして、特別
学級の編成も学年の枠内での学年の学級の一つの中に位置付けられている。特別学
級に対する教員の配置が無かったことに起因するが、学校内の学級編成の工夫に
よって養護学級や促進学級を運営していたことがうかがえる。当然１学級あたりの
児童数は多く４学級あったが、１年イ組の促進学級５２名、２年イ組虚劣の特別学
級４０名、３年イ組養護学級３４名、ロ組促進学級３０名となっている。虚弱児と
劣等児という二つの要素が特別学級の基準となり純粋な知的障害児を対象としたも
のではなかったようである。のちに特別学級が虚弱児を中心とする養護学級が増加
するひとつの先駆けともいえる。奈良女子高等師範附属小学校の特別学級が劣等児
及び低能児をも対象として取り組まれていたことを考えると昭和初期に入り低能児
教育と劣等児教育が分化してどちらかというと虚弱児教育を対象とした養護学級と
の結び付いていったことが桜井小学校の西久保奈良石氏の取り組みの中からうかが
える。もちろん、西久保奈良石氏も低能児いわゆる精神薄弱児についても言及して
いるが主眼は劣等児であり虚弱児とのかかわりが現実の取り組みの中では大きかっ
たようである。
　「劣等児教育の実際研究」の中で西久保奈良石氏は、実際教育ということを強調
している。「実際教育は思索ではなくして仕事である。一つの実在を具体的に特殊
的に創造してゆく実行そのものである。真に具体実現されてゆく事実を意味したも
のである。理論は往々にして実行、実際を裏切るものであるが、同様に理論的に考
えられた教育目的、又その方法はその儘実際教育の目的、方法となり得ない。・・
吾々実際家は、・・・理論としてでなく、同行人として個々の児童を深く凝視しそ
こに教育を仕事せねばならない。更に換言するなら個々の児童の裡から教育原理を
発見し、創造しなければならない。もう教育原理を単なる理論として論議する時代
は過ぎた。眼前の児童に就き、彼等の事実が如何あるかを先ず究明せねばならな
い。吾々はそれを忘れていた。2４）」というところからはじまる。書名も実際的研
究ではなくあえて実際研究とあるのも意味のあることなのである。そして、劣等児
教育の提唱として「劣等児教育は、劣等児を救済するという立場にある。救済する
という心情の奥底には大体二つの意味が存する。一は劣等児の、能力低きものの現
在及び将来を考察した時、人間として社会人として余にも不撓な生涯であることを
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又あろうことを、色々の事実より知り予覚し人道的愛に目覚めての心情であり、二
は劣等児を第三者的に眺め、彼等より受ける影響、それは忽にすべからざる悪影響
障害であるが其を除去せんとする社会政策、または刑事政策の上からである。前者
は人道的見地に立ち、後者は社会的見地にたつ。言い更へれば彼等の生涯にも幸福
を招来せしめ生活を確保してやる為、又社会の負担とならざるに至らざるもせめて
軽減せんとする為である。この二つの見地より学校教育中に彼等を救済せんとする
のが、劣等児教育である。2５）」

（５）戦後の障害児学級とのかかわりについての一仮説

　戦前にける桜井小学校での養護学級と促進学級の取り組みがいつまで続いたかに
ついては、はっきりした資料はみあたらないが、少なくとも西久保奈良石氏が昭和
７年３月３１日まで桜井小学校に在職されたことは確認されている。また、昭和６
年２月の文部省精神薄弱児童養護施設講習会に西久保氏が参加して、「促進学級の
経営根底　桜井尋常高等小学校訓導　西久保奈良石　」2６）として研究発表してい
ることから考えて少なくとも西久保奈良石氏の在職中はあったことは確認できる。
戸崎敬子氏の「特別学級史研究」では「1941頃（昭和１６年）まで存在か？」とあ
る2７）。基礎文献とした「障害児教育百年奈良県記念誌」の記述からも満州事変
（1931年昭和６年）支那事変（1937年昭和１２年）等の勃発によってやむなく中
止とある。このようにして消滅した戦前の桜井小学校の取り組みが戦後の障害児教
育にどのようにつながっていくのだろうか。つながりは全くなかったのだろうか。
ここで、一つの仮説であるが、戦後の奈良県最初の障害児学級設置にかかわる人物
として中西正治2８）氏が、実は昭和６年３月３１日から昭和２１年３月３１日まで
この桜井小学校に勤務していたのである。昭和６年には西久保奈良石氏が全国で発
表した年であり中西氏も促進学級や養護学級について知りえたと思われる。昭和２
６年この中西正治氏が県教育委員会指導課の課長補佐であった時に奈良県最初の特
殊学級の設置を指導した中心人物だったのは、桜井小学校の背景を無視できないと
いうのが私の仮説である。
　追記、西久保奈良石氏のその後であるが、昭和１８年３月３１日から昭和２１年
９月２７日まで天理市檪本小学校の校長として勤務。
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＜注と引用文献＞
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206－209頁，文部省精神薄弱児童養護施設講習会に西久保氏参加，15､特別
学級の配置に依り差別的観念を輿ふるの弊を認めざるや若し認むるならば之
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の設置を指導。後に高田市の教育長。
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第４章　戦後の障害児学級の歴史

第１節　特殊学級の無かった時代（昭和２０年から２５年）

昭和２４年　奈良県最初の精神薄弱児施設　成美学寮　開設　
　戦争孤児の仮性精薄のこどもたちのために進駐軍と県の方から要請
があり開設。戦前に不良少年を収容したこともあり。禅宗であったの
で。寮長は芳徳寺住職橋本定芳氏。当初は７～８人。当初は柳生小、
中に通っていた。奈良県最初の精神薄弱児施設。３３年に社会福祉法
人に。３９年にようやく施設内に柳生小障害児学級設置。４１年施設
内柳生中障害児学級。定芳氏の詩集「窓の日ざし」29）昭和２６年を
みると当初の様子が分かる。
「精神薄弱児施設成美学寮から」橋本定芳30）　『のびゆく教育』No
５８昭和３２年 （1957年）に施設紹介。

第２節　奈良県最初の特殊学級開設
（昭和２６年から３５年まで）　特別学級から特殊学級へ　

昭和２６年　奈良県最初の特殊学級開設
　　　　　　　　　片塩小学校（10月）鼓阪小学校（11月）
昭和２９年　奈良県特殊教育研究会結成
昭和３０年　奈良県最初の中学校の特殊学級　吉野上市中学校
昭和３１年　県教委特殊児童生徒調査
昭和３２年　未認可の中学校特殊学級　光陽中学校

（１）基礎文献「障害児教育百年奈良県記念誌」より
　
　「その後こういった教育方法の試行は、戦時体制、統制教育のもとに途絶えて
いったと思われるが戦後新しい教育の理念のもと、いろいろと工夫され、たまたま
大和高田市立片塩小学校で能力別学習を進めていたところ、どうしてもついていけ
ない、いわゆるちえおくれの児童のことが問題とされるにいたった。当時、また県
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教育委員会としても特別に学級を設置することを考えていたこととあいまって、指
導課長補佐だった中西正治氏などの指導のもと、南和地方として高田市に、北和地
方として奈良市に、精神薄弱児学級をおくという方針がうち出されてきた。31）」

　奈良県の初の障害児学級についてもうすこし補足する意味で奈良県障害児教育研
究会の歴史についての中村隆宣氏からの聞き取り調査から引用する。

　昭和２６年４月に高田市立片塩小学校から県に特殊学級の設置を申請した。当時
の学校指導課長補佐であった中西正治氏が南部の高田に出来て北部にないからとい
うことで鼓阪小学校に頼もうということになった。１０月に片塩小学校に精薄学級
が開設されたが自然発生的にできた。１１月に鼓阪小学校にも開設された。県は全
県的に考えていた。昭和２７年に陵西小学校、２８年に五条小学校、３０年に上市
中学校につぎ３１年に吉野中学校（上市中学校も統合）に開設された。片塩小学校
の詳しいことは障害児学級の３０年史に載っている。32）

　奈良県における障害児学級の歴史を語る上で奈良県最初の特殊学級開設校である
片塩小学校と鼓阪小学校を抜きにしては語れない。この２校における特殊学級の開
設に至る過程を検証する中でテーマに迫ってみ
たいと思う。この２校が特殊学級を開設するま
での過程は極めて対照的過程をたどっている。
即ち片塩小学校は自然発生的であり鼓阪小学校
は教育委員会からの上からの意図的働きかけに
よってできたのである。まず、片塩小学校にお
ける学級開設の経過を「三十年の歩み　障害児
学級設置３０年記念誌」33）をもとに検証し、
その後で、「奈良県教育」の中に載せられた鼓
阪小学校の学級開設までの経過を検証してみた
い。
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（２）偉大なる教育者塚村正夫校長の手腕で奈良県最初の特殊学級開設
　「三十年の歩み　障害児学級設置３０年記念誌」より　片塩小学校の場合

　片塩小学校の特殊学級の開設にかかわっては、当時の塚村正夫34）校長の力が重
要であった。　それでは、どのような思いが開設に至らせたのか、以下「三十年の
歩み」より引用する。

　１）障害児学級設置の発端と経過

１．特殊学級第１号生まれる
　昭和２６年１０月１４日、奈良県下に初めて障害児学級（特殊学級）が片塩小学
校に誕生した日である。当時全国的にみても奈良県は特殊学級未設置４県のうちの
ひとつであり、特殊教育の重要性を認めつつも実状は非常に淋しいかぎりであっ
た。文部省に特殊教育室が設置されたのもこの頃で、特殊教育とは「盲唖学校」の
ことぐらいにしか考えられていなかった。そのような頃、本校に特殊学級が生まれ
たわけであり、地域・学校の勇気と英断は賞賛にあたいするものであるとともに、
その産みの苦しみについては相当なものがあったであろう。何が・・・どのような
気持ちが、片塩小学校に特殊学級を開設させたのであろう。当時の塚村学校長のこ
とばをかりると次のようである。「新教育が持つ使命のひとつは教育の民主化であ
る。すなわち民主化された教育とは人間を個人として尊重し、その能力に適応した
ヒューマニズムの精神に基づいて行われるべきものである。ひとしく人間としてこ
の世に生まれ、社会生活が楽しく幸福に、しかも健全に育成していけることがその
ねらいである。これは個人の尊厳と価値の上に立って、営まれる教育によってのみ
完成されるべきものであると信ずる。新しい教育は、児童の要求を充分理解し、そ
の心身の発達の段階をみつめ、これに即した指導をなすべきである。・・・中
略・・・私達が教室にのぞむとき、１人や２人はどうしても、いっしょに学習がで
きず、学級の友達から特別扱にされ勝ちの子どもをみる。これらの子どもが過去の
教育において、忘れられた子どもすなわち社会生活に絶えられぬ者、能力の乏しい
者、身体に欠陥のある者、経済的に・環境的に恵まれない者等であり、日々忘れら
れ取り残されていくのである。全国学令児童中には約５％の純粋なる精薄児がいる
といわれ、本校においては、境界線級のものを含めて５.１％の数字をみているので
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ある。これら多数の子ども達が、新しい教育の目的から置き去りにされているので
あって、彼らは我々教育者の覚醒によってのみ救われ得る。いかにしたらこの子ど
もが救われるか。いかなる計画と方法によって救い得るか。それは理論ではない。
計画でもない。ただ熱と愛と適正なる指導とによるのみである。このやむにやまれ
ぬ気持ち－それが本校特殊学級設置の端緒である。
　これを整理して探ってみると、４つの観点にしぼれる。
　（１）新しい教育観より
　男女・貧富・堅愚の区別なく、身体的な欠陥や精神的な発達の遅速によって、そ
の教育に厚薄があるわけでない。全ての子どもは等しくその能力に応じて教育を受
ける事ができ、均等な機会が与えられるべきである。個人の尊重、個人差に応ずる
個性教育、教育の機会均等などは新憲法、教育基本法の趣旨に則る民主教育の根本
教育であることは今さら論ずるまでもないことである。このような教育の精神か
ら、最近、特殊児童・問題児の教育の重要性が叫ばれてきたのは当然のことであ
る。本校が精神遅滞児教育をとりあげ、奈良県下に最初の特別学級を設置して全教
職員一致協力、この教育に大きく第一歩を記したのもこの精神に基づくものであ
る。
　もちろん、全く、特殊的・例外的なものとして考えているのではなく、私達のと
り扱う子どものひとりひとりは、あるいは例外的であり、異常的であるかもしれな
い。又、その方法はそれぞれに応じた形態・方法をとることはあっても、学校教育
の本質、すなわち児童ひとりひとりに応じた全人格の成長発達を実現する事にあっ
て、どこまでも人格全体の姿を求める教育である。
（２）個人差の観点より
　教育の現場において我々の最も困難に感じるのは個人差の問題である。とくに知
能にその差がはなはだしい。それによって学習が左右され、学校生活の不適応を余
儀なくされている。義務教育の制度においては世界有数の成績を示しているわが国
ではあるが、画一的・一斉的・形式的な教育がもたらした結果がこうであり、これ
ら劣等児の大量を、一斉教育のうみ出す教育悲劇としてそのまま見捨てておいてよ
いものであろうか。人道主義の尊厳を唱えながら実際においてはかえりみられな
かった状態である。いかにすればこれらの児童に適した教育ができるか。いかにす
れば現在ならびに将来を幸福ならしめることができるか。９ヶ年の義務教育をもつ
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これら児童にとっては一層深刻な問題である。この個人差を無視し放置しておくこ
とは教育的良心が許さない。教育者はもちろん、社会も国家もあげて、これら忘れ
られた児童に対して、おのおのの能力や体力に応じた教育環境を提供し、全ての児
童をあます所なく社会構成の一員として、彼らなりにその所を得させ、現在の彼ら
の生活を幸福にすると同時に、将来人たるに価する生活を営ませ、その能力に応じ
て社会に貢献し、国家社会の良き市民として幸福な生活をおくれるようにしなけれ
ばならない。
（３）本校における遅進児の実態より
　本校の地域性から考えても、この率は高く、これらの児童は本校職員の格別なる
研究心と教育的情熱によってのみ救われ得るものである。
（４）県および市教育委員会の理解と協力より
　奈良県教育委員会においては、新しい教育観に立って早くから特殊教育の必要性
痛感され、この方面主任の指導主事を設けられ、この教育の普及と徹底につとめら
れていた。昭和２６年、県下２校特別学級設置のための職員の増員を決せられ、本
校に形式的の誕生をみたわけである。高田市としては、すぐに設備費として２５万
円、経常費５万円の支出を受け、特殊学級編成の基礎が確立した。父兄において
は、労働奉仕及び２万円の予算決定など絶大なる援助を受けた。（「輝くひとみ」
第３集より）35）

　２）塚村正夫校長の手腕について

　このように、塚村校長の手腕によって奈良県最初の障害児学級が誕生するわけで
あるが、その当時の様子をもうすこし引用してみたい。「３０年の歩み」の中の障
害児教育３０年の思い出と題した座談会昭和５５年７月２６日の文より。「初めて
障害児学級、当時は特殊学級と申していましたが、造るということは非常に言うは
やすく困難な問題がたくさんあったわけです。とくに片塩小学校の地域だけがあっ
たというわけではございません。同じことです。全国みんないっしょです。高田校
区であろうと、土庫校区であろうと片塩校区の父兄であろうとみんな同じです。と
ころが亡くなられた塚村校長がこの教育の重要性に着目されまして、地域の理解を
深め、説得することにひじょうに先生は適任だったのです。というのは、塚村先生
は片塩地区だけでなく、高田市全体、市長以下全部が自分の子分のような存在だっ
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たんです。塚村校長の威厳は、現在の我々の校長どころではないんです。塚村先生
の言うことは、全部正しいという、そういうふうな空気があったんです。だから地
域社会、高田市全体が塚村先生に反対する者がなかったわけです。だから・・育友
会自体も当時、威厳のある人がたくさんおられました。・・・そんな人もみな塚村
校長がこうやと言われたら、わかってもわからなくても、みんなそうやそうや。そ
んなわけで、他の地域では後々、障害児学級をつくるのに苦しまれたけれど、それ
程塚村先生自身は苦しまれなかったのです。というのは、塚村先生に対する地域の
信望と行政手腕があったわけですな。教育指導や学習指導は殆んどかまわれません
でした。そのかわり行政手腕がありました。だから反対する者は、だれもありませ
んわな。地域の主だったPTAの役員はそらそうやというのでそしたらみんないっぺ
ん見学に行こうやないかということで、方々へ見学に行きました。それとともに、
職員統制もうまかったですわな。塚村先生は。だから全校一致してあたらなければ
あかんということで全校一致ということになりました。それだけではあきません。
実績をあげるためには、やっぱり担任の力がなかったらあきませんね。36）」

　３）初代担任米田新一37）氏の決定に至るまで　

　こうして、塚村校長の手腕で開設するわけであるが、さて担任を決めることにな
るが、その経過を初代担任の米田新一氏は同じ座談会のなかで次のように述べてお
られる。
　当時、先生方の協力が非常にあったんじゃないかと思います。塚村校長のことな
んですが、はじめおっしゃったように担任をあちこち募集しておられたんです。け
どつい希望がなかったんで、そこで私に、「おまえもって。」「特殊教育って、な
んですね。」「とにかくやったら、いいんじゃ。」ということでした。塚村校長の
考え方というのは、「子どもというものは、我々が熱をもって、熱と愛でやってい
け。わからなければわからないで、それを研究したらいいんじゃないか。」という
ことのハッパをかけられて「そしたら、やりますわ。」ということになったんで
す。しかし、やろうといったって設備・教具が何ひとつありませんでしたので、予
算もないし、「どうするんだ。」そしたら、「各学級へ行って、集めてこい。」各
学級をずっとまわったところが“これ学級にあったらいいのに”という備品がある
わけです。それをみんな気持ちよく提供いただいたということが環境づくりに役立
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ちました。普通学級の先生方は苦労されたと思うのですけれど、そういうことを少
しも口にださずに気持ちよく、障害児学級に必要な備品は、各学級から気持ちよく
提供してくれました。38）

　４）開設初日の印象　「ひとりで食ていける子に」

　このように、片塩小学校の場合は校内から担任が選ばれ、それを多くの先生方が
支える中で学級ができていくわけであるが、ではどのような子どもたちが入ってき
たのであろうか。もうすこし、米田先生のことばを引用してみよう。
　それから学級の子どもたちなのですが、はじめ１３名の希望者があたのです。私
の後任が９月に来まして学級を離れてしまって、その間、先生方が家庭訪問をして
いただいていたのですが、「おまえもまわってこい。そして、適当に言うてこ
い。」ということでまわったところが、知った父兄ばっかりだったのです。「先
生、どうするんだ。」「とにかく、こっちもわからん。今から研究しなけりゃわか
らん。実験材料にはしないし、今よりましな子にしあげる。まかすならまかせてお
き。」「先生、まかします。」ということで、全部１３名とも“うん”と言ってく
れました。39）

　こうして集まった子どもたちに初代担任の米田先生はどういう力をつけていこう
と考えられたのであろうか。そして、奈良県最初の障害児学級の初日の印象を次の
ように記しておられる。
　ぼくが教員として自信を失ったのは、実は、この学級を担任した昭和２６年１０
月１４日なのです。というのは、それまで持っていたすべてを子どもたちによって
みじんに打砕かれてしまったということがあるんです。１０月１４日に先生方が、
「みんな教室に入れたんだぞ。いよいよ、いかなければいけないのだな。」という
ことで教室へは入ったんです。教室に入ろうとガラス障子をあけたところが、子ど
もたちはぼくをちらっと見たままそ知らん顔をしているのです。普通学級担任の発
表のときであれば“１年１組だれだれ”と言えば、喜んだり悲しんだりしています
ね。ああいう姿を見ていたのが“この子ら、担任みたいなどうでもいいのかな”教
室で１３人の前に立ったところが、まだ、そ知らん顔をしている。みんな関心を示
してくれない。“名前ぐらい教えてくれ”と言っても教えてくれないし、何も話し
てくれません。どうすることもできないので買ってあった画用紙とクレパスをみん
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なに与えて、「何でもいいからかいてみなさい。」と言ったところが、机の上に画
用紙を置いたらそのまま何の反応も示さない。だんだん嫌になってしまて“かって
にしとけ。職員室へ行ってくるぞ”と言い残して職員室へ行ってしまったんです。
そして、校長さんに、「これ、いったいどうしたらいいのやろか。」「その研究を
したらいいのじゃないか。」ということでした。しばらくたって、教室へ覗きに行
きますと、子どもたちもたいくつしたんでしょうね。外へ出たら叱られるというこ
ともあって、かきはじめているのです。“これはしめた”と思って教室へ入りまし
た。入ったところが、とたんに画用紙を裏返し隠してしまうのです。“ちょっと見
せてくれや”と言うとかまえてしまう。“やっぱりだめか”と思って“今日はもう
これでいいわ。もう帰ろうやないか。”ということで子どもとそうじをした。ほう
きの持ち方も何も知りませんし、何とかそうじをして帰らせたのです。帰した後、
教室でどうしたらいいのかなと考えました。画用紙を人に見られるのがいやなの
で、机の中にみんなほうりこんであるのです。出して見たところがへんてこな絵で
あるし、何かよい突破口がないかなあということで、私自身絵をぐしゃぐしゃにか
いたのです。そしてあくる日、学校に行くと子どもたちは休まないで来ているので
す。ぼくの絵と子どもの絵の優秀作というので、いっしょに貼ってみたのです。
“どっちがじょうずか”と言ったところが、また知らん顔“指ぐらいさしたらどう
か”と言ったら子どもの方を指さしたのです。そこで“先生の絵はこれや”と言っ
たら、子どもたちがたいした先生でないなと思ってくれたんでしょうな。やっと
“見せあいしょうかな”と言って、にたっとしながら広げてくれました。“おまえ
うまいな。じょうずやないか。”と言うと、みんなはじめてぼくに心の窓を開いて
くれました。そういう事実からいったい教育って何だろうかなと、今までもってい
た先生というのは、こういう先生であれば子どもはひっついてくると思っていたん
ですが、根本的に考えなおさなければいけないんだと、また、この子どもたちとど
んなことがあっても、いっしょに歩んでいかなければならないのだ。そういう覚悟
をきめたのが１０月１４日・１５日の時点なのです。だから、もう子どもと遊んで
いる中で何かを見つけていこうと、そうこうしているうちにそんなことをしていて
も子どもたちはどうにもならない。やはり、何かの力をつけなければいけない。
“この子どもたちに、ひとりで食べていける子にしたらいいんじゃないか。ひとり
で食べていける子にするためには何が必要なんだろうかな”ということを逆に考え
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ていったわけなんです。この子たちは、やはり人との接触が大事じゃないかな。社
会性をつける、そのまえにやはりことばで話しができることばの指導という読み・
書きよりも、話しことばを中心につけていってやることと、やがて社会に出ていっ
て人に迷惑をかけないようにするには、身の安全を自分で処理できるように知って
おかなければならない。そういう意味でひとりで食べていける子にという簡単な目
標だったのですが、こうあれ、あああれということでやってきただけ。その後、子
どもたちはだいぶ心の窓を開いてくれまして、それに親たちが寄りついてきてくれ
たのですね。ぼくは今の先生方によく言うのですが、まず、親ごさんにほめられる
ような先生になることが障害児教育のいちばんもとじゃないかと思うのです。当
時、具体的には何をやっていいか手さぐりの状態でしょう。親にしてみたらもう少
し力をつけてほしい。漢字のひとつも教えてほしいという願いがあるのです。だか
ら、先生についてかなけりゃそういうこともできませんので、親が先生に惚れるこ
とがよく来てくれました。毎日、２～３人たむろしていました。それである時は
“先生、今日は一日じゅう遊ばしてや”“遊びなさいよ”というような気持ちで接
し、一日子どもの世話もしてくれる。こんなことをしながら、ぼくと親たち、普通
学級の先生たちがそんなことをしているうちに、子どもたちも芽生えていったので
はないか。さっき、先生の質問にもあったように教育の目標は『ひとりで食うてい
ける子』に育てるということで、学級にいた子どもたちにはそればかりを主張して
きました。40）

　５）実験学級の増設と発展

　このようにして米田先生によって片塩小学校の実験学級41）がはじまったわけで
あるが、その翌年にはその効果が新聞で大きく宣伝されずいぶん遠くの校区外から
もたくさん希望者が集まり、もう１学級増設するまでになった。実験学級Ａは補助
学級としてまた実験学級Ｂは促進学級という形ですすめられた。このように、片塩
小学校は奈良県の障害児学級の中心的な学級として発展していくことになる。その
伝統が障害児学級設置３０年記念誌というりっぱな冊子としてまとめられている。
そして、この片塩小学校から奈良県障害児教育研究会が誕生するのである。　

＜注と引用文献＞
31）障害児教育百年奈良県記念会（1979）：障害児教育百年奈良県記念誌，
奈良明新社，第４節 精神薄弱教育障害児学級の発祥，31頁。
32）1993年10月19日二上小学校にて中村隆宣氏より聞き取り調査。

                                                －27－



33）大和高田市立片塩小学校（1980）：「三十年の歩み」障害児学級設置３
０年記念誌，昭和５５年　
34）塚村正夫校長　片塩小学校には２６年～３１年まで在職
35）大和高田市立片塩小学校（1980）：「三十年の歩み」障害児学級設置３
０年記念誌，昭和５５年　，6－7頁。
36）同上（1980）：「三十年の歩み」障害児学級設置３０年記念誌，45－
46頁　，当時教頭だった上島松次郎氏の言葉、後校長に。
37）米田新一氏は初代担任、昭和２６～３０年まで担任。
38）同上：「三十年の歩み」障害児学級設置３０年記念誌，46頁。
39）同上：「三十年の歩み」障害児学級設置３０年記念誌，47頁。　
40）同上：「三十年の歩み」障害児学級設置３０年記念誌，48－49頁。　
41）障害児学級を実験学級と呼ぶのは昭和53年ごろまで続いた。

（３）教育委員会からすすめられて奈良県最初の特殊学級を開設

　　「奈良県教育」より鼓阪小学校の場合

　「精神薄弱児」にも明るい希望の時が来た。教育は人間の成長発達への助成であ
り、それはいかなる素質、能力、環境の者にも平等に与えられねばならない。今日
精神遅滞児盲聾児への特殊教育が、大きくとりあげられて来たのも、新教育の原理
更には新憲法の精神に基づくものである。「忘れられた子」等への教育が忘れられ
てはならない。特殊学校、特殊学級への関心は深まりつつあるが、普通学級におい
ても遅進児の個人差に応ずる教育が考えられねばならない。昭和２５年「奈良県教
育」１０月号－窓－より42）

　仮説　特殊学級ができたのは、たまたま能力別学習をすすめていてどうしてもつ
いていけない、いわゆるちえおくれの児童のことが問題になったからなのだろう
か。そうではなく、能力別学習を必要としたのは、長期欠席問題があったからであ
る。長期欠席児童の遅進児対策として能力別学習を必要としたのではないか。その
長期欠席児童の多くがいわゆるちえおくれやその他の障害をもっている児童が含ま
れていたから後に障害児の問題が顕在化したのである。その結果として特殊学級が
設置されるに至ったのではないかというのが私の考えである。その過程を鼓阪小学
校を例に検証してみたい。
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　１）長期欠席児童問題から遅進児対策としての能力別学級編成へ
　昭和２５年に鼓阪小学校教諭村田平氏が「問題の子供（Ａ君の巻）」と題した研
究論文を「奈良県教育」に書いている。３年生の普通学級担任をもつことになる。
「校長より渡された五十七名の子供は私の教育道への同行者であり私の生命力喚起
の原動力であるとしみじみと感じた。前学級主任から渡された指導要録、親切な指
導上の注意点の説明、まだ見ぬ子供への教育計画が次々と脳裡に浮かんでくる。早
速指導要録を一枚宛ながめていくうちに数名の欠席多数の子供が眼にとまる。一ケ
月間、二ケ月間、半ケ年、一ケ年、二ケ
年間の長期欠席である。私はここに大き
い問題のあることを直観した。43）」当
時の長欠問題は今日の登校拒否による長
欠ではなく貧困と家庭環境からくるもの
が多く家庭訪問をして親を説得して学校
にこさせる。しかし、学力がついていか
ず最初は自分の名前を書く練習、十まで
の加減、小一年の国語の本読みからはじ
めた。しかし喧嘩になり問題をおこす。
「一学期間に学校生活になれ、学習に自
発的な態度も見られるようになったこと
は喜ばしい。然しこうした完全な遅進児
を他の学友と共に学習させることは極め
て困難なことである。能力別学級編制の
問題、合理的能力別グループ学習、能力
別個人指導、等々能力差の多い学級に於
ける適切な指導法の研究に努めなければ
ならない。44）」と報告している。

　昭和２６年「奈良県教育」８月号の特殊教育特集のなかで鼓阪小学校の「我が校
の能力別指導について」の報告では、「日々の学習指導に能力別指導を強力にとり
あげ、その研究実施と取り組まねばならぬと考えたのは昨年度当初のことであっ
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た。その理由は色々あるわけである
が直接の導火線ともなったものは欠
席多数児童対策にある。この状態に
於て仮に他の如何なる方法によって
出席を促すとしても、学校の学習そ
のものに殆ど理解も興味も伴わない
とすればそれは徒らに強制された登
校に過ぎないのである。従って本校
はそれ等の児童は勿論、知能的遅進
児を含めて能力別指導を取り上げる
事によって、根本的に児童の学習活
動に楽しみを持たしめようとしたも
のである。45）」とのべている。こ
のように能力別学級編成の理由が長
欠児問題を契機としたことがはっき
りと伺われる。
　普通学級内でのグループ学習から
学級の枠をはずした能力別学級編成
による学習指導（週一回、国語、算
数のみ、上組・中組・中下組・下組
の四段階能力目標）へ発展し、さら
にその能力別特別学級内をグループ
指導（三つのグループ）に細分化していく。この方法は養護学校や障害児学級の発
達課題別グループと同じ様な考え方である。また、へき地教育における複式学級等
の学習方法に通じるものがあるのではないかと思う。現在の習熟度学習やチーム
テーチングにも通じるものがある。
　それではどのような能力別指導がなされたか具体的にみていきたい。まず一学期
を基礎調査期としてその能力差の実態を把握するために各学年ごとに国語、算数の
学力テストを実施している。その結果に知能段階の調査、出席状況、家庭環境の調
査等も併せて考慮し、次のような反省をひきだしている46）。
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１．学習指導に不備な点があった事
Ａ．学級定員過多の為、学力的問題を顧みる余裕がなく、必然的に画一教育が多量
におこなわれていた。
Ｂ．同一学年児童の個人差が大であるから単元学習において各児童に学習の地位を
与え得なかった。
Ｃ．学業歴の欠陥に対する考慮が不十分であった。
２．教育に対する家庭の関心度そのものに大きな傾向がある事それがそのまま児童
の能力差として表れている事
３．学習環境の整備が不十分である事
　これをうけて二学期より対策実施して次の４つを報告している。
１．普通学級におけるグループ学習の活用　２．普通学級に於ける遅進児の実際指
導記録　３．能力別学級編成による学習指導　４．能力別特別学級に於ける実際指
導記録
　普通学級に於ける遅進児の実際指導記録として第四学年算数科指導（坂内教諭）
の報告を見てみよう。学級に於ける遅進児の状態として在籍児童五十五名中劣等児
は七名（男子五名、女子二名）精神薄弱児二名（男子一名、女子一名）遅進児五名
（男子四名、女子一名）であった。その精神薄弱児中男子一名は幼時強度の中耳炎
におかされたが、女子は病的原因なし。算数科特に計算技能取扱の実際例として精
薄児の場合の対策の具体的方法として２５＋３等を落葉集めや石拾いによって具体
物による数の構成から計算の技術的な練習に至る６ケ月間の詳しい報告をしてい
る。「勿論出席常ならざる者が大部分であるから相当の期間をかけても尚成績を余
り見るべきもののない事は止むお得ないと思う。以上のような対策は精神薄弱児の
外遅進児にも試みたが、その結果薄弱児に比して遅進児（長欠の為の者が多い）は
その進歩が割合早く理解も早い様である。47）」と述べている。これはあくまでも
その前年度に普通学級一つの学級の中での実践であり主に算数の授業での担任の個
別配慮として行われたものである。これをうけて次の能力別学級編成による学習指
導に発展する。

　２）能力別特学級編成による学習指導

「各学年毎に学級の枠をはずして能力別学級を四段階に編成して学習を行う。
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然しこの方法は本校の様に能力差の甚しい場合の一方法として特設したもので従っ
て基礎学習として算数、国語の二教科に限りて一部この方法を行っている。即ち能
力目標や、指導内容を四段階に計画し毎週各一回づつ指導をつづけて来ている。
48）」その能力目標の例を第三学年における算数科能力目標を見てみよう49）。
（　）内は程度。
上組　１、現段階に於ける諸能力を拡充し更に発展させる（三年）
　　　２、各種の生活問題を数理的に処理する能力を養う（三年）
　　　３、基礎技能の習熟（三年）
中組　１、既習教材を徹底させる（三年）
　　　２、基礎能力をねる（三年）
　　　３、生活問題を数理的に処理する能力を養う（三年）
中下組１、現段階に至るまでの能力の困難点の打開と練習による習熟（二三年）
　　　２、1000迄の数の加減の技能と掛算九九利用の能力を向上させる（二三   
                 年）
下組　１、能力に応じた加減の練習をする（一二年）
　　　２、程度に応じた生活問題の数理的処理の能力を養う（一二年）
　　　３、数字と計算になれさせる（一年）

　このような能力表を基準として各指導計画によって実際指導にあたるが、その四
段階の各組毎においても能力差を考慮しなければならない。その例を第六学年の算
数科下組の実際指導記録から見てみよう。最低能力クラスの実態　人員三十六人　
を四則計算力調査の結果からＡＢＣＤＥＦＧの７段階に実態を明らかにし、それを
Ａ・ＢグループとＣ・Ｄ・ＥグループとＦ・Ｇグループの三グループに分けて指導
している。
　第二学年算数科下組指導の感想（谷教諭）より具体的に担当教師がどうとりくみ
どのような感想をもったかみていきたい。
　九月中旬、秋風もそよぐ頃学級解体の能力別指導を開始した。二年全員を四段階
に分け、私は下組の指導に当つた。児童数三十五名。
開始当日各学級より集つた児童の出席をとると、すでに欠席者五名放浪して教室に
入らぬ者五名、ノートを持参せぬ者七名、雑音甚しく粗暴な態度、学習意欲等殆ん
ど見られず揃いも揃つた役者ばかりの姿に、私は只茫然とするよりなかった。然し
之ではと敢然勇を鼓して児童の前に立った私の頭に一瞬「児童の興味から」と強く
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感ずるものがあった。「皆何をしてほしい？」「お話」すぐに答えて来る児童に私
は静かにお話をはじめた。そして忘れ物や、返事についての指導も加えた。
第二次指導である。欠席者四名、放浪者三名、呼びに行くも頑として入らない。今
日も相当な雑音であるが簡単な童話などによって注意の集中を計り百まで数える稽
古、数えた者に対する賞揚の言葉、数えられないものに対する指導、全然数えよう
としない者十五名もいる。「次はきっと皆さんも数えましょうね。」と約束する。
第三次指導である。欠席者五名、放浪者今日は一名もない。百まで数える練習数え
られるものは書く稽古、二百まで書ける者八名百まで十四名、五十まで五名、二十
まで二名、書こうとしない者や筆記出来ない者五名、書き上げたノートに一重、二
重、三重と丸をうってやる。児童達は皆うれしそうである。「先生もう一ぺん書く
よ。」又書き出す者も何名か居る。（中略）十月中旬に入ってこの下組グループを
Ａグループ（読解力、数理的観念が現学年に近づきつつある者十名、Ｂグループ
（数理的観念が相当になったが読解力に劣るもの）十七名、Ｃグループ（計算筆記
力劣る者）五名及（精神年令幼稚知能指数劣る者）三名の三段階に分け学習を進め
る。秋もようやく深くある頃は正倉院、大仏殿の裏庭に落葉やどんぐり拾いの校外
指導によって、いよいよ子供達の学習意欲を深めて行った。そして週一回のこの時
間を子供達は待ち切れない迄になってくれた。第三学期に入ってからは下組より中
組に上がり得る者三名、中下組に上がり得る者九名までになり、今迄の学習状態と
変って来たと他学級担任からも云われる様に迄こぎつけて来た。僅かの差で踏み迷
い開きの出来ようとしている忘れられ易い児童の為、低学年より中学年へ、中学年
より高学年へと温かい永い気持で親切でたゆまない努力の必要を痛感する。50）

　３）戦前の分団教育や桜井小学校の促進学級や養護学級との比較について

　このように障害児学級及特殊学級として制度的保障のないなかでの遅進児の鼓阪
小学校の取組は、戦前の桜井小学校の促進学級ときわめて近い形態であった。戦前
の桜井小学校がフルタイムの学級であったのに対して戦後の鼓阪小学校はパートタ
イムであったという相違はあるが、構造的にはきわめて近い。
　もう一つ特徴的な事は、奈良女子高等師範附属小学校の特別学級でおこなわれた
分団教育ともきわめて類似した構造をもっていることに気が付く。グループ学習と
はまさしく分団教育そのものである。
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　障害児学級だけをみていてもわからない。なぜなら障害児学級は学校教育全体の
中で規定されていく相対的な存在であるという側面を持っているからである。菅田
教授のゼミでの助言のように、「その時代の能力観によって学校に要請され、その
能力観によって規定されていく」という言葉が示唆的である。
　桜井小学校では能力別学級編成を普通学級の学級編成の基準として固定化する中
で促進学級や養護学級特別学級が出来ていく。鼓阪小学校の能力別学級編成はあく
までも基礎集団としての学級とは別に国語と算数各週一時間のみの特設の学習集団
である。戦後は教育の平等という観点から基礎になる学級は平等に編成され能力別
編成を基礎学級編成の基準とすることは差別ととらえられてきた。
　能力別学級編成をつきつめていき、学年の枠を取り払い一つの学級として編成さ
れ、制度として教師が派遣されるとここに特殊学級が誕生する。

　４）鼓阪小学校での能力別指導と特殊学級開設の関係について

　このように長欠児に対する取り組みとしての能力別学習指導が結果として障害児
の存在を顕在化させたわけであるが、それがそのまま自生的に特殊学級を産み出し
たのではなかった。特殊学級誕生のためには行政による上からの意図的な働きかけ
が必要であった。すなわち、当時県教育委員会指導課長補佐であった中西正治氏の
存在が無視できない。
　「画一一斉の指導では、その目的を達成することが不可能に近かったので、能力
別学習指導を取り入れることになった。而し限られた我々教師の力では、尚その方
法に於ても、救い得ない児童が生じ、平素我々の頭を悩ましていた。ところが、た
またま県教育委員会より我が校に、低ＩＱ児教育の実験的研究を目的とした学級設
置方を進められた。幸い我が校の研究と相通ずる所を思い、進められるままに特別
学級を設置することに決意し、全職員協力のもとに運営を始めた。51）」
　ここで注目すべきことは、当時は特殊学級ではなく特別学級と呼ばれていたこと
である。戦前における特別学級の概念を継承して使われているのであって、特殊学
級の概念がまだ定着していなかった。それだけ、一般化していなかったともいえ
る。もう一方の高田市の片塩小学校の学級名におてもそのことがうかがえる。障害
の比較的重い精薄学級を補助学級とし、比較的軽い学級を促進学級と呼んでいた。
ここにも戦前の概念でとらえられていることがうかがえる。
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　５）昭和２６年鼓阪小学校に特別学級ができる　初代担任松井常雄氏

　特殊学級が出来るまでの経過について初代担任松井常雄52）教諭の「特別学級教
育の実際」の中からみてみたい53）。
　鼓阪小学校での過去二年間の能力別学習指導の中から、それでもなおともすれば
忘れ勝ちな児童があって、常に担任の悩みとなっていた。第二学期になって、これ
らの児童を集めて、特別学級を編成することになり、学級担任より該当者を提出し
職員会議にはかって決定した。
選定した児童と編入決定児童
知能テスト、日常の学習活動、行動の観察を規準をもとに各学級より選定し、最後
に職員会議に於て決定した。決定した児童は、知能指数大体七〇以下の低ＩＱ児十
一名で、普通児と共に学習困難
な者である。こうして、決定し
た児童について、保護者の了解
に努め、最後的決定となった者
次の九名であった。
　当時の学年で、一年（男一名
女一名）　二年（男二名）　三
年（男一名）　四年（男二名女
一名）　五年（男一名）
特別学級教育開始と普通学級
開始期日　昭和二十六年十二月
十八日
　こうして準備されて昭和二十
六年十二月十八日に特別学級が
開始された。しかし担任は校内
の職員からではなかった。年度
途中に中学校から転勤してきた
松井常雄氏が担任になる。松井
氏がどういういきさつで担任を
持つことになったのかは、亡く
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なられたのでわからない。しかし、夫人からの聞き取り調査では、三笠中学校の体
育の教師でバスケットボールの専門であったとのことである。片塩小学校の場合は
校内から担任を選出しているのに対し、鼓阪小学校の場合は校外より転勤してきた
教諭に担任をさせていることが、教育委員会からの要請によって開設したことから
くるように思える。松井氏は昭和２６年の１２月から２８年３月までの１年４ヶ月
間担任としてその後中学校にまた転勤している。
　松井氏の在職が１年４ヶ月と短かったことから奈良県で最初の学級がかなりの困
難であったことがうかがわれる。

　６）西村幸治氏が 昭和２８年から２代目の担任に就任 

　初代の松井氏が転勤し、困った校長が東市小学校より転任してきた西村幸治54）

氏に担任を命じる。当時の様子を西村氏は次のように記しておられる55）。　
　昭和２８年４月奈良市立鼓阪小学校に転勤するや、本人の意志等全く聞くことも
なく突然障害児（精神薄弱児）学級担任を命じられたものである。昭和２６年に奈
良県下にはじめて鼓阪小学校を含め三校三学級が実験的に開級したばかりであり、
しかも鼓阪小学校では前任者が苦心惨たん学級経営にあたったが、残念ながら成果
を見ず止やむなく転勤してしまい、校長は困り果て有無を言わせず担任を命じたの
である。本人としては晴天の霹靂、いまだかって障害児（精薄）教育についての知
識も経験も皆無であり、到底その任を果し得る自信などある筈はなく、校長に担任
返上を強く要望しても聞き入れられず、文字通り煩悶に煩悶を重ねながら、食事も
喉を通さず苦しみ抜いた結果、或る日突然“障害児教育こそ教育の原点なり”と悟
るに至り、今眼前にいる恵まれぬ障害を持たされた薄幸の児童達の担任を一身上の
都合のみで切り捨ててしまえば、いつの日か、誰が受け持つのであろうか。前人未
踏といっても過言ではないこの教育を私が担任を引き受けることこそ天命であり、
及ばず乍ら師範学校出身海軍現役兵として連合艦隊に乗り込み第二次大戦に従軍し
てかろうじて帰休したものの一命は既に御国に捧げ乍ら不思議な因縁にて命永らえ
再び教職に奉じた以上、何が何でもやりとげねばならぬと考えつき、一大決意のも
と、爾来関係の研究指導書を探し求めて読みふけり、或は学校長に願い出て他府県
の障害児教育先進校を訪問して教えを乞い、日夜研究努力を続けた結果、困難を極
めたこの教育にもようやく光明が見え、除々ではあるが教育効果もあがりつゝあり
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県内の数少ない該当学級担任と絶えず連携をとりつゝ共同研究に励み逐次学級が漸
次増設されるに及んで、障害児（精薄）教育の先達開拓者として活動を続けてきた
のである。
　このように当初は校長から一方的に命じられたにもかかわらず西村幸治氏は昭和
４１年３月までの１３年間の長きにわたって奈良県の障害児教育の開拓者として以
下の様な大きな業績を残されたのである。
　昭和２９年、前年度の学級経営の記録をもとに研究をまとめ上げ奈良市教育研究
論文に応募（精薄児の生活指導）、はからずも最優秀賞を受賞、続けて３０年（精
薄児のパーソナリティ）、３１年には（精薄児教育の教具の工夫）で連続最優秀賞
に輝き、同年昭和３１年文部省の障害児（精薄）教育研究指定を受け、翌３２年１
１月遠く岩手県花巻市に於ける全国大会において堂々とその研究成果を発表した。
昭和３３年県教委より
推薦を受けて読売教育
賞に応募、奈良県とし
て初めて第７回読売教
育賞56）（精薄学級部
門）受賞の栄誉に輝
き、また昭和３９年よ
り三期（６年間）奈良
県教育委員会指導委員
（障害児教育）を命じ
られ、障害児学級を担
任（通算１３年間）し
乍ら当該指導主事と共
に現場指導を重ね乍ら
本県障害児教育の充実
振興に努力貢献してき
た。
　このように、西村先生は、当時は教育委員会に障害児教育専任指導主事もなく、
文部省でさえ特殊教育室で辻村泰男氏ら２名しかおられなかった時代に、奈良県の
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障害児学級の草分けとして活躍された。「参考書がないので困った、大阪や京都の       
障害児（精薄）教育先進校に出向いて教えを乞い乍ら、はじめの開拓がたいへん
だった。」とのべておられたように、まさしくパイオニアとして、全国で２人目で
奈良県としては初めての読売教育賞を受賞されたのであった。先生は当時奈良教育
大学に養護学校免許取得の為めの認定講習は数少なく、必要単位を一刻も早く取得
する為めに京都や大阪の教育大学に、奉職校校長の許可を得て受講して該当免許奈
良県の第１号であり、まさしく障害児教育の草分け的存在であった。また、昭和５
１年より奈良県教育委員会の指導主事としても活躍され就学指導や各種研修の講師
として奈良県の障害児教育発展のために貢献されたのである。先生は美術が専門で
もと奈良県美術協会会員として現在療養中乍ら絵画制作に専念されている。先生の
指導主事時代によく相談にのって斑鳩小学校で最初に障害児学級の担任をされた中
村佐喜雄先生（６６才）が、退職後岡山でモンテ微塾足守仲良しホームを退職金を
投じて経営されているNHK岡山のテレビを録画したビデオを紹介していただいた。
モンテ微塾のモンテはモンテソーリにもとずく健常児や障害児の幼児教育からとっ
てきたことばで微はステップが細かいと言う意味で、ピアノや音楽にあわせてこく
ごの本を朗読したりする音楽療法で障害児教育をされている。現在にもつながる実
践として興味深かった。こうして、奈良県最初の二つの特殊学級をみてきたわけで
あるが、鼓阪小学校が奈良県教育委員会の中心的な特殊教育の推進校として発展し
ていったのとは対照的に、片塩小学校は奈良県特殊教育研究会の中心的な役割をに
なっていった。

＜注と引用文献＞
42）奈良県教育委員会（1950）：－窓－，奈良県教育，昭和25年10月号，
第39集482号，目次。
43）村田平（1950）：問題の子（Ａ君の巻），奈良県教育，昭和25年10月
号，第39集482号，22頁。
44）同上：26頁。
45）奈良市立鼓阪小学校（ 教頭 山田松蔵）（1951）：我が校の能力別指導
について，奈良県教育，昭和26年８月号第40集489号，14頁。
46）同上：15頁。
47）同上：15－16頁。
48）同上：16頁。
49）同上：17頁。
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50）同上：18－19頁。
51）松井常雄（1952）：特別学級教育の実際，奈良県教育，昭和27年7月号
第41集501号，28頁。
52）松井常雄氏は鼓阪小学校の特殊学級の初代担任（昭和26年12月～28年3
月）昭和26年三笠中28年五ケ谷中31年帯解小34年東市小38年東市小教頭昭
和41年？整肢園分校の在職については未調査たんぽぽの家の土井さんの奥さ
んに聞けばわかる。
53）松井常雄（1952）：特別学級教育の実際，奈良県教育，昭和27年7月号
第41集501号，28頁。
54）西村幸治氏は鼓阪小学校の特殊学級の２代目の担任（昭和28～41年まで
担任）奈良県の戦後の障害児教育の草分けの一人。
主な発表論文
「精薄学級の教育計画」『奈良県教育』　昭和33年　第47集572号「精薄児
学級の放送教育について」『奈良県教育』　昭和36年　第50集610号
「特殊学級教師の行動パターンの形成と変化に関する研究－心理学の立場か
ら－」『奈良県教育』　昭和39年　第53集649号
55）1993年10月5日に西村幸治氏宅にて聞き取り調査、資料としていただい
た校長退職時の調書の自筆原稿より。その他1979年7月22日奈良県学校医師
会研修会講演の資料等もいただいた。
56）第７回読売教育賞受賞　昭和33年7月18日『読売新聞』記事あり。（巻
末資料参照）、読売教育賞受賞者有志の会編：創意と熱意の日本教師－読売
教育賞受賞者の群像－，78頁。

（４）奈良県特殊教育研究会の結成　昭和２９年

　さて、奈良県の障害児学級の歴史を語る時、奈良県全体をまとめるうえで中心的
な役割をはたしてきた重要なものに奈良県障害児教育研究会の存在がある。このも
とになった奈良県特殊教育研究会の発足の経過についてみてみたい。また、基礎文
献である「障害児教育百年記念誌」より引用する57）。
　こうして精神薄弱児教育で、戦後これが学級として最初に発足したのは、昭和２
６年、大和高田市立片塩小学校（４月認可１０月開級）と奈良市立鼓阪小学校（４
月認可１１月開級）とである。大和高田市立片塩小学校は文字通り草分けで、この
学級を「実験学級」と呼び、翌２７年には複数設置して「実験学級Ａ・Ｂ組」とし
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た。爾来ここを中心としてこの教育に意欲的なとりくみられることとなった。文部
省の主催する特殊教育研究集会に参加したり、今の全国特殊教育連盟へも学校とし
て参加し、本県の障害児教育研究会が加入する先がけをつくっている。また「手を
つなぐ親の会」（現在の手をつなぐ親の会とは別）を結成して自らの研鑽とともに
地域への働きかけも手がけている。翌２７年同じく、大和高田市立陵西小学校に開
級（１０月）し、さらに２８年に五条市立五条小学校にも設置された。やっとここ
で４校に５学級が設置されたのである。やがて研究会の組織化へと動くのだが、片
塩小学校の米田新一氏、鼓阪小学校の松井常雄氏らが中心となって計画に参加、２
８年１０月１９日県立畝高等学校において、奈良県特殊教育研究会の設立準備委員
会を開催して規約（案）の審議、会長に片塩小学校校長塚村正夫氏をえらぶことな
どを決定するにいたった。
　昭和２９年６月、第１回の総会を橿原市立八木中学校において開催、さらに県下
に学級がふえていくことを見込み、○理事を郡市より１名ないし２名選出する。○
理事中より、会長１、副会長２、を互選する。○書記、会計は会長が委嘱する。ほ
か会費についてなど、１１条からなる会則を制定した。つづいて近江学園の糸賀一
雄氏の講演を聞き、一致協力してこの教育の推進に力をあわせることを約してここ
に名実ともに雄々しく奈良県特殊教育研究会が誕生したのである。
　この奈良県特殊教育研究会がばらばらになりがちな障害児学級をまとめる中心的
な研究団体となって県内の障害児教育を引っぱっていくのである。その様子を現在
二上小学校の校長で長く研究会の会計と事務局長として活躍された中村隆宣氏に
伺った。以下がその内容である58）。
　昭和２８年鼓阪小学校の松井常雄氏、片塩小学校の米田新一氏、陵西小学校の西
本幸孝氏が研究会をつくろうと相談して、１０月１９日に畝傍高等学校で準備会を
開いた。昭和２９年第１回総会を八木中学校で開いた。この総会で会長１名副会長
２名理事を各群市より出す等１１条よりなる会則を決定し、近江学園の糸賀一雄氏
の講演があり、奈良県特殊教育研究会が発足した。
　なお、その後の研究会の歴史についてもお聞きしているが、それぞれの年代の節
で順次引用していくこととする。
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　（５）小学校の特殊学級に残って委託生となっていた中学生

　昭和２６年に始まった奈良県の特殊学級はその後昭和３７年から始まる特殊学級
増設五ヶ年計画による計画設置まで殆ど増えなかった。
　特に中学校の障害児学級は昭和３０年になるまで一学級も開設されなかった。昭
和３０年に吉野上市中学校に一学級開設されてからも昭和３７年の計画設置まで増
えなかった。その間本来の障害児教育の対象となるべき中学生の子供たちはいった
いどうしていたのであろうか。
一つ考えられるのは、普通学級に在籍していたということである。
二番目に考えられるのは就学猶予免除になっていたということである。
三番目は、当時の多くのレポートや論文から小学校の特殊学級で委託生としてその
まま残って教育をうけていたという事実である。
　県下の特殊学級には小学校・中学校に関連性がないために、小学校のとき特殊学
級にいた児童が中学校へ行くようになって普通学級へ行かなければならないという
児童。また小学校のときは普通学級にいて中学校へ入学してから特殊学級へ入るな
どの問題が生じてくる。後者の方はまだよいとしても、前者のように小学校時を特
殊学級で過ごし中学校へ入ってから普通学級へ入るのでは特殊教育としての意義は
半減してしまう。ところが奈良県下の現状では第１１表が示すように、中学校の特
殊学級はわずか一校しかなく、それも生産学習の関係上男子のみで編成しているた
め小学校で特殊教育を受けた他町村の児童は特殊学級のある中学校へ越境入学する
か、あるいは第１１表の合計の欄のかっこの中の数が示すように、小学校特殊学級
の委託生として教育されているような不自然な形をとるかである。（井須秀夫59）

「奈良県特殊教育の現状」昭和３６年第１１次日教組教研集会レポートより）資料
がしめすように７校の小学校の特殊学級すべてに合計２５名の中学生が教育を受け
ていたのである。
　仮説　昭和２０年台後半から昭和３０年台後半まで特殊学級が増設されなかった
理由として奈良県の独自性としてのへき地教育に教育委員会が力を入れなければな
らなかったからではないか。
　それを証明するかのように、昭和３０年の「教育年報」60）をみてみると、特殊
教育の記述が消えている。それまでは、毎年なんらかの記述がみられたのに、この
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年だけなくなっているのである。そのかわり、へき地教育の振興の中で次のような
記述がみられる。「機会均等を理想の一つとする国の教育施策の中で、二つの真空
地帯をもっている、一つは特殊教育の問題であり、他はへき地教育振興の問題であ
る。前者は本人の問題であり、後者は地域社会の問題である。61）」さらに、「従
来のへき地指定基準を抜本的に改正する方針・・国の動きから・・１５校のわずか
が指定されていたが、１０４校の多きが指定されることになり・・62）」とうい理
由で特殊教育が後回しになったのである。事実、この時期から多くの学校の統廃合
が行われていくのである。

（６）奈良県の中学校最初の特殊学級について　昭和３０年

　１）中学校の特殊学級について　中村隆宣氏からの聞き取り調査より

　奈良県の中学校最初の特殊学級について中村隆宣氏からお聞きしたことを以下引
用する63）。
　昭和３０年東大寺整肢園開設。上市中学校に奈良県初の中学校の特殊学級が開設
される。上市中学校は翌昭和３１年に統合され吉野中学校となり精薄学級ができ
る。昭和３２年には、橿原市の光陽中学校で市費で教員を採用して障害児学級を経
営していたが続かず消えてしまったとのことである。中村先生の話によれば、当時
中学校に特殊学級が出来なかった理由は、教科担任制がネックになったことと、当
時は中学校で終わって高校にはいかなかったので障害児学級では就職が出来ないと
いうことがあった。
（なお、奈良教育大学研究紀要第１４号昭和５３年３月奈良県障害児教育運動史研
究（１）年表づくり、大久保哲夫氏他によれば、昭和２８年にも橿原市立光陽中学
校と高田市立片塩中学校に未認可で特殊学級とある。64））

２）吉野上市中学校坂口京一先生聞き取り調査より 

　奈良県最初の中学校の特殊学級が小学校に特殊学級のあった若草中学校65）や片
塩中学校にできずに吉野上市中学校にできたのか？そんな疑問をもって、当時の吉
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野上市中学校の担任だった阪口京一66）先生をお尋ねして、聞き取り調査をさせて
いただいた。以下はその全文である67）。
①なぜ吉野に最初にできたか？開設の経緯について
　小学校の特殊学級があるからつくるというような安易な考えではなしに、なんと
かしてやろうという気があって研究会に参加していた。１学年５学級２２０～２３
０人の中に落ちこぼれの生徒がいた。その生徒を放課後よんで遅れている分につい
て自主的に補充をやった。本人が喜んでなんとかしてやろうやないかという気持ち
で校長に相談した。校長もやる気があって、職員会議で校長が方針を打ち出して職
員もそれに従うことになった。しかし、父兄への啓蒙が難しく、何回か授業参観の
時に校長に啓蒙の話をしてもらい、それはいいことだと納得してもらった。
②どういう子を対象にしたか？
　特殊学級とか特別学級とかいう名前に抵抗があり、名前がどうもおかしいやない
かといろいろ考えた。一番根本になるのはＩＱ６０以下あるいは５０以下のそうい
う生徒だったら近所の人や親とかは、ちえおくれとわかるが、その数は少ないので
悩んで促進学級的な意味もかねてＩＱ８０～５５までの生徒を対象とした。教育の
成果が早くあがるのではないかと思った。小学校の片塩や鼓阪にも授業参観しに
行ったが、ＩＱの低い子が多くボタンのとめ方の勉強をしていた。中学校でそんな
ことをしていたら、自立させてやりたというのが願いであり、３年間すめばすぐ実
社会に出ていかなくてはならないので、ＩＱをそういう基準に置いた。教育効果が
早くあがるのではないかと出発した。片塩小に障害児学級があるからそれが中学校
へ流れるという安易な考えではない。自立させてやりたいという目的でした。小学
校でしているから中学校でするというのは簡単だ。人だのみでなく自立させてやり
たいというのが目的。話をするとき簡単な言い方をすると「頭でくていけるか、手
でたべていく」そういう目標を持って、なんとか頭で食べていけない者は、手で食
べていくところから出発した。賢い子偉い子をつくるのではなく、立派な子をつく
ろやないかという目標で進んだ。立派な子とは、ただのペーパーテストではなく、
すべてにおいて世の中にでても恥ずかしくない子にということで出発した。そうい
う目的で出発したけれど、名前が差別につながるということでさて何人の生徒がく
るか・・・。そういう対象児をＩＱ、成績等からリストにあげた。しかし、親と本
人に納得してもらわなくてはいけない。私が成功したのはどこかというと、家に出
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向いていって内容を説明して「３年間俺にまかせてくれ、なんとか喜ぶような成果
をあげてみせる。」と言った。なんとか自立させてやりたということで説得したと
ころ、希望者が多く、３０人になった。ＩＱの高い者をオミットして１５～１６人
で出発した。親に「とにかく俺に３年間まかせてくれ」とうまく説得できた。学校
に来ていてもおもしろくない。おもしろくないものを子供におしつけるのもいけな
い。なんとかのびのびした生活をおくらせてやりたいと親に話をした。いい結果が
でて親も納得してくれた。成功したのは３年間まかせろが一番成功した。昭和３０
年ごろにできた。県もすんなり認めてくれた。自主的によんでやっているのを校長
も知っていたし、県としてもそういうことをすすめておったように思う。一番の苦
労はＩＱの６０～８０という生徒は一見すると区別がつかないことだ。そういう子
を対象にしないと中学校は３年間しかなく、ＩＱ５０以下の者は、中学校の教育課
程でない。私は施設をつくりなさいと盛んにい言っていた。頭の遅れというのは、
親としても理解できない。手足の不自由ならすぐわかるが、頭の遅れの子は勉強ぎ
らいだとか成績が悪くても世の中に出て成功している人はいるといってなかなか理
解できない。中学校卒業したら就職できるか心配だった。一番うまくいているの
は、職業的には左官、大工、飲食店の経営やプロパンガスの卸業などを営みりっぱ
に自立して生活している。中学校卒業したとき就職がうまくいかなかったら、自分
で何か仕事を養成するところを作ろうと思っていた。独身で家のほうでもなんとか
私の収益をあてにしてなかったので、子供を家に連れてきて寝泊りさせて２４時間
教育という意味でしたことがあった。四国から吉野貯木場に親が仕事に来ていた生
徒でふとんもなく、母親もいない男親だけのため三食の食事が正しくとれないので
家に連れて帰って正しい食事をさせ、正しい睡眠をとらせた。こたつもなかった。
正しい生活をさせると下痢をおこした。なんでかと思ったら、人間というのは環境
が変わると身体的に何かあるということを勉強した。人から言われてしたのではな
く、なんとかしてやろうということでした。昭和３０年から３４年までの５年間特
殊学級をもった。その後はだんだん人数が減ってきた。５年間には教育大学の先生
が見学に来られた。すいこみに来られた。心理学専攻は教育面ではプラスになるが
子供がこないと教育にならない。成功したのは「なんとか３年間まかせてくれ」と
言って説得したことだ。
③男子ばかりだった理由は？
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　はじめの出発が男の子ばかりだったから。失敗したら奈良県の特殊学級が失敗す
るので・・・。女子と男子とのトラブルやいじめなどあったらつまらないし、その
時分は女子は中学校卒業しても自立しなくてもいいということもあったので、男ば
かりにした。
新聞の奈良版や大和タイムスによく載った。各学校からも研究授業に来ていただい
たて注目されていた。なかなか中学校ではできなかった。小学校から上にあがって
くるのはできるが中学校独自でやるのはできなかった。俺にまかせろというのが特
殊学級がうまくいった一つの理由だ。心理学専攻してきた先生は子供一人ひとりの
心理的なことをつかんで教育するが、私の場合は目標がちがってなんとか世の中に
出て自立的にくっていける人間をつくりたいという目的があった。少々字が書けな
くても自活できる人間をつくる。
④先生の経歴について
　大阪の工業大学の土木科の卒業で、昭和２３年吉野高校の土木科の教師をしてい
たが、昭和２４年に新制中学校の３０代以下の若い先生がたりなくておりてくれと
いうことで吉野中学校にはいった。昭和２６年吉野中と上市中が合併した。吉野上
市中学校になり吉上中と言った。昭和３８年ごろ吉上中と中庄中、龍門中、国栖
中、中龍門中が合併して現在の吉野中学校になった。２７年間いた。
⑤教育内容について
　教育内容については、吉野の杉、桧を使って箸の生産をしていた。箸を生産した
ものを市場に出した。自分の作ったものが市場価値のあるものをつくった。手でつ
くた。時間割は、午前中は学習で、国語、数学、そろばんを主体にして学習させ
た。音楽や図工は専門の先生に特殊学級にきてもらっていた。午後からは、生産
で、体力づくりや生産学習を重点に置いた。何事も最初につくるのは難しい。失敗
した時にはみじめになる。３年したら１５人出ていくからだんだん生徒数が少なく
なっていく。親に対する啓蒙が大事である。私の目標は体力づくりでソフトボール
でも２チームつくれる学級にしたかった。２～３人ではできない。父兄に対する啓
蒙が大切である。私の場合は先生ではなく銀行の勧誘の人ではないかといわれたこ
ともあるほどだ。子供さえ集まれば先生がなりたつ。１５人いても家が広かったの
で泊めることができた。親が協力してくれたのでうまくいった。６時間の授業させ
て帰らせるだけなら簡単だが、２４時間の教育が必要。それらの点が難しい。ＩＱ
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５０以下の者は施設で。５０以下の生徒を対象にすると５０～８０ぐらいの対象の
生徒が入らず、学校教育の特殊学級の生徒を集めるのが困難になる。きらいなもの
をおしつけるのはよくない。体力的に自信のあるものは、体力を活かす。教育の大
事さがここにある。長所を活かすのがほんとうの教育である。なんとかしてあげん
なんあかんという気持ちが一番大事である。熱意があるのとないのでは違ってく
る。それが一番の教育である。それが根本であってそれをどれだけやっていくかが
大事である。それを自分でどれだけ社会のためにつくしていくかが大事である。２
４時間教育しないといけないこともある。６～８時間で終わるようなことだった
ら、電車の軌道を走っているのと同じだ。最後に、２００年前に建ったという由緒
ある家の前で記念写真をとらせてもらった。坂口先生は昭和４年生まれで、大淀中
学校を最後に退職され、現在は林業に忙しい毎日を送っておられる。

　＜注と引用文献＞
63)1993年10月19日二上小学校校長中村隆宣氏の聞き取り調査より。
64)大久保哲夫・田辺正友・中野忠好・藤森善正（1978）：奈良県障害児教
育運動史研究（１）－年表づくり－，奈良教育大学教育研究所紀要第14号，
96頁。
65)若草中学校にも昭和30年に精薄学級ができたという記述が基礎文献32頁
にあるが、1993年11月30日の訪問調査では昭和30年にあった事実は確認で
きなかった。
66)阪口京一氏は奈良県最初の中学校の特殊学級の担任、昭和30年から34年
まで担任。昭和32年第７次教研奈良県集会レポート「特殊学級の職業指導に
ついて」発表
67)1993年11月9日阪口京一氏宅にて聞き取り調査。

（７）昭和３２年橿原市立光陽中学校の未認可の特殊学級について
　　　吉田善次郎先生訪問聞き取り調査より

　中学校の特殊学級が１校しかなかった中で、橿原市立光陽中学校では市費で講師
を採用して未認可で特殊学級を経営していたという記述68）をもとに、当時の担任
であった吉田善次郎69）氏を訪問してお話をうかがった。
　以下はその全文である70）。
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１年間は普通学級をもっていて
中谷成彦先生（４・５年前から
未認可であったが熱心に取り組
んでおられ奈良県の中学校最初
の担任）が特殊学級を持ってお
られたが転勤されたので、その
後を引き継いで自分から担任を
やらせてもらった。「サウンド
プレー」音響遊びでトツートン
ツーという感覚訓練を魯鈍級の
生徒８人を対象に治療教育を実
践した。中学校の特殊学級の草
分けで、市も認めてくれ講師を
１名入れてくれた。研究授業に
もたくさん見に来られた。遅れ
の子はどもりがよく出るので､
その矯正法を考案して発表し
た。どもりの子の舌のまわり方
のやり方を研究授業に来た先生
方みんなが写してかえった。特
に吃りの矯正法はたしかに治っ
た。当時理解してくれたのは校長ぐらいだった。立命館大学の末川総長71）からも
家まで来てくれもっとやれと言ってくれた。専門教科は社会だったが、昔電信をし
ていたのでそれを応用した。電信では１２才～２０才までの子を教えたが、年が上
がるほど技術が落ちる。１２才で１分に１２０字ぐらいたたくが、２０才では１分
に７０字ぐらいしかたたけない。若いほうが良い。脳は２０才でかたまる。１２才
ならまだ発達する。碁や将棋にも共通する点がある。治療教育として魯鈍級の人が
あそびによって発展するように音響治療を試みた。個人教育で治療した。奈良教育
大学の柳川先生が知っていてくれる。光陽中学校では８人（男子３人女子５人）の
子供たちを特殊学級でとりくんだ。吉田学級と呼んだ。親も喜んで入ってくれた。
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子供達もまじめにとりくみ、サウンドプレーをしようというと喜んで入ってくれ
た。市の教育長が理解してくれた。教育長から研究論文を出せと言ってくれた。末
川先生も協力するから論文を出せと言ってくれた。組合の全国教研が大阪であった
時発表した｡  発表の時間もたくさんくれ、終わってからも宿舎に広島や秋田県の先
生があ詰めかけてきた。手のひらの裏と表は赤ちゃんのときは同じ厚さだが使うか
ら厚くなるし、すもうとりが力が強いのは身体を使うからである。刺激があれば発
達するという考えにたって頭の中を刺激した。昭和２６年から２７年ごろ片塩中学
校にいた時に大阪府の施設見学をしたが、校長が私に質問するように言ったので
「グルタミン酸が知能指数を上げるという研究をされていますか？」と質問して驚
かせた。（当時、吉田先生はグルタミン酸の効果について研究されていた。）「確
かな効果がでていない。なかなか飲ませにくい。」とのことであった。教育長が力
をいれてくれた。私の論文は市の人には１回読んだぐらいではわからなかった。当
時の研究からはかけ離れていた。経歴についてははじめ国鉄にいた。大阪鉄道局で
後に内閣総理大臣になられた佐藤栄作氏の秘書をしていた。小学校は真菅小学校卒
で大学は立命館大学の法学部を卒業した。小学校の特殊学級を見学したことがある
が、もりをして機嫌良く遊んでいるだけで治療にはなってなかった。私の場合は
１・２・３・４・・10までならべるところからした。治療として女の子に個人指導
して効果があった。小学校からはじめるべきだ。この治療教育も瘢痕性のものには
難しい。小さい時やけどをした子や高い所から落ちた子などは音響効果がない。脳
が固まってしまうといけない。鍛えることによって発達するという観点は当時とし
ては飛躍しすぎていた。気長にやらないといけなかった。バスケットボールでもは
じめは失敗ばかりだったのがだんだん良くなってきたら頭もよくなってくる。一芸
は万芸に通じる。上手とは手で書かず頭で書く知覚神経だから上頭と書くべきだ。
特別学級で分かってくると、自分の名前もあまりうまく書けなかった子がうまく書
くようになる。怒るよりも褒めることが一番だ。小さいときからやるべきである。
市の教育長が変り校長が変り吉田学級の生徒が卒業して出て行き私が定年になり生
徒、父兄とのつらい別れとなった。５５才で定年だったが講師として続けて欲しい
とも言われたが退職した。吉田善次郎先生は退職後大阪の高校から短大で教鞭をと
られたあと、８７才の現在も少し耳が遠い以外すこぶる健康で喜んで話していただ
いた。大切に保管されていた当時の研究論文をコピーさせていただいた。
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＜注と引用文献＞
68)障害児教育百年奈良県記念会（1979）：障害児教育百年奈良県記念誌，
奈良明新社，33頁に「橿原市の光陽中学校では、中学校の精神薄弱教育の重
要性にかんがみ、市費で教員を採用、学級を経営しており、昭和32年10月31
日授業参観と研究協議を同校で開催し、中学校にも学級をおかねばならない
ことが強く指摘された。」とある。昭和31年市費によって特殊学級設置？２
８年に未認可で設置？　初めの担任中谷成彦氏。昭和２８年から３２年まで
光陽中学校在職。中谷氏は当時組合の執行委員だった。
69)吉田善次郎氏（明治３９年生）３２年大成中より～３７年退職。
昭和33年第８次教研集会レポート「サウンドプレーによる治療教育」発表。
70)橿原市立光陽中学校教諭　吉田善次郎（1958）：研究題目　治療教育
研究目標　遅愚級及魯鈍級の生徒、並びに知能指数に比して学業不振の生徒
に対して音響により脳細胞を刺戟し、その発達を促し、もって学習成績の向
上を図る。（本文は巻末資料参照）
71）末川博氏は立命館大学総長で「Segun Edoward 障害児の治療と教育」
薬師川虫一著の監修をされている。

（８）奈良県教育委員会による特殊児童調査について　昭和３１年

　一方、教育行政はどのような動きをしていたのであろうか。昭和３１年に奈良県
教育委員会による調査がおこなわれた。その調査結果について『のびゆく教育』
No.５７に「特殊教育の諸問題－特殊児童調査を分析して－」72）と題した調査レ
ポートを県教育委員会総務室主事堀口喬三氏が発表しているのをみてみたい。
　特殊教育を振興しその諸対策をたてるためには先ずその対象となる児童生徒を正
確に判別し、その実態を把握することが何より大切である。特殊児童生徒といって
もその範囲は広く、盲、弱視、ろう、難聴児、精神薄弱児、肢体不自由児、言語障
害児、性格異常児、身体虚弱児、といったものを総合した立場から判別するを要し
むつかしい問題が残っている。　むずかしい判別と実態把握　文部省においては、
昭和２８年６月、「教育上特別な取扱いを要する児童生徒の判別基準」を作成し、
各都道府県教育委員会に通達した。しかしこれも弱視、難聴児に対する身体検査の
方法－聴力検査器は本県に２台しかない。－知能テストの実施方法、境界線児の取
扱い、身体虚弱児、肢体不自由児、の医学的判別について問題は残されている。次

                                                －49－



にこれら児童生徒の実態把握には更に困難がとも
なう。即ち「血統にかゝわる」とか「世間態が悪
い」とかいった間違った社会通念、特殊教育に対
する無理解からくる問題である。・・略・・具体
的にいえば、就学児童生徒については一応判別実
態把握の方法はあるが、長期欠席者、不就学者に
ついては、その実態がなかなか把握出来ないとい
うことである。－裏からいえばそれだけ完備した
特殊児童対策が行われていないということにな
る。－　全国では１４０万の特殊児童生徒・・・
略・・本県では８０６６人　県教育委員会は、特
殊教育振興の基礎的データーを集めるため、昭和
３１年５月１日現在で県下公立小、中学校を対象
に調査を実施した。調査の判別基準としては、さ
きの文部省通達によった。これによると小学校普
通学級、又は特殊学級に就学している特殊児童生
徒は在籍児童総数の５％４３５４人中学校は７％
３２５４人である。（別表参照）更に各学校毎に
そのパーセントをひろってみると相当開きがあ
り、各校の判別には基準の差異が認められ、全国
推定と比較すると更に実数はふえるのではないか
と思われる。又、この調査は長期欠席者中の特殊
児童生徒は含めているが、不就学児童生徒中の特
殊児童生徒は含まれていない。県教育委員会で
は、これらを併せ調査するため同日付で県下各地
教委宛、不就学児童生徒調査を実施した。これによると就学免除及び就学猶予に
なっている特殊児童生徒２２８名、次に文字通りの不就学児童生徒中の特殊児童生
徒４４名併せて２７２名がいる。（別表参照）しかし、この調査も学令簿の整理状
況、及び該当児の把握には問題があり、実数は更に上回るものと推定される。以上
二つの調査及び盲が４２名、ろう学校１７１名の小、中学部在籍児童生徒を加える
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と、本県においては学令児童生徒中、実に８０６６名の特殊児童生徒がいる。73）

　ここで重要なのは教育委員会が当時の障害をもつ児童生徒の実態を初めて全県的
に把握したということである。それは、県下の公立小、中学校のすべてを対象に実
施され長期欠席者にまで及んでいる。そして、各地教委にも就学免除、就学猶予も
ふくめた不就学児の実態調査にまで及んでいる。この調査で県下の障害児の数を８
０６６名という数をあげているが、この数の中には、いわゆる境界線児等が含まれ
ているためだと思われる。当時の障害児学級が昭和３１年現在で小学校７学級７６
名、中学校１学級１４名で合計９０名しかなかったことを考えると、この数字がい
かに大きかったかうかがわれる。そして、いかに、施策が遅れていたかということ
を教育行政自らが明らかにした調査であった。この調査を基に全国的な障害児学級
の計画設置の流れの中で奈良県においても昭和３６年に特殊教育振興５ヶ年計画が
発表される。しかし、学級増設までには、研究会や組合による請願等の要求運動が
あった。

＜注と引用文献＞
72）県教委総務室主事　堀口喬三（1957）：「特殊児調査（昭31年）を分析
して」，『のびゆく教育』，No57，48～56頁。
73）同上：48頁。　

（９）奈良県教職員組合の全国教研レポート調査より

　奈良県の障害児教育の歴史の中で全国的な動きを奈良県にもたらしたものとし
て、組合の教研集会が大きな働きを果たしている。奈良県教職員組合の教育会館の
地下の書庫にそのレポートが保存されている。その中から障害児教育の分科会のレ
ポートを調査した。それを通して、違った視点から奈良県の障害児学級の歴史を見
てみたい。教育会館に残っている奈良県のレポートで一番古い資料は、昭和３２年
の第７次全国教育研究集会の「わすれられた子供達をどう指導しているか」と題し
た高田市立陵西小学校の障害児学級担任の西本幸孝氏のレポートである。そこに
は、奈良県での教研集会の６人のレポート発表と討議をまとめて報告書を作成した
と記されている。
◯特殊児童の人間関係と問題児の原因について　磯城郡　都小学校　広井幸代
◯三つ児の問題行動について　桜井市　大福小学校　森岡彦雅
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◯性格異常児の生活指導を如何にすべきか　橿原市　鴨公小学校　島田敏久
◯特殊学級の職業指導について　吉野町　吉野中学校　阪口京一
◯特殊研究グループ（私たちの歩み）　内吉野　五条小学校　井上信郎
　（内吉野教組特殊教育グループ）
◯特殊児童に於ける算数指導の問題点　高田市立陵西小学校　西本幸孝
奈良教育大学助教授の上田敏見先生を中心に１２名の教師が参加したとある。
この中で、特徴的な点は、普通学級における特殊児童について３つの報告されてお
り、この分科会自身も障害児教育として独立していなかったこともあると思われる
が、論議の中心が普通学級の中でどのように指導するかということに重点が置かれ
ている。しかし、一方では、奈良県最初の中学校の障害児学級である吉野中学の阪
口京一氏が報告されている点と当時内吉野の組合を中心とした特殊教育の研究グ
ループが存在していた点が注目される。また、昭和２７年に奈良県で２番目に特殊
学級を開設したた高田市の陵西小学校の西本幸孝氏が算数の教科内容のについて報
告されている点も注目すべき点である。西本氏は後の昭和３８年に奈良教育大学の
附属小学校の障害児学級の最初の担任になり、国立での障害児教育の開拓者でもあ
る。第８次教研には、前述した市費で特殊
学級を経営していた橿原市立光陽中学校の
吉田善次郎氏が「サウドプレーによる治療
教育」と題したレポートを発表しておられ
る。第９次教研についてはレポートが発見
できなかった。第１０次教研では「普通学
級に於ける特殊児童の指導を進めるため
に」と題して五条市南宇智小学校の表野秀
一氏が発表しておられる。このレポートの
題でもわかるように、なかなか障害児学級
の増設が進んでいないことをうかがわれ
る。この中で◯現状から脱すのはどうすれ
ばよいか？◯特殊教育を阻んでいるのは何
か？等が話し合われた結果、阻んでいる原
因として次の４点があげられている74）。
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１．行政当局の無理解。　２．地域社会（一般父兄を含めて）の関心と理解がな
い。３．特殊学級において小・中学校間の関連性がない。４．教師の認識の不足。
この県の教研集会を出発点として特殊教育の研究サークル活動が始まったことも、
注目すべき点である。「普通学級に於ける特殊児童の指導について・特殊学級に於
けるその経営と問題点の解明等という研究問題を深めて追求しようとするこの小さ
な集いが一般父兄とともに教師（仲間）への啓蒙活動の原動力となる事を願ってや
まない。新しく出されようとしている指導要領をいかに受け止めるるかという特殊
児童に対する教育課程の研究という重要な研究課題に向かって前進するささやかな
サークルの前途に幸あれと心から叫びたい。75）」そしてこのサークル活動が後の全
国障害者問題研究会奈良支部の結成へとつながるのである。第１１次教研では「奈
良県特殊教育の現状」と題して吉野中学校の井須秀夫氏が発表されている。この報
告書は当時の奈良県の障害児教育の一つの到達点を全国的な視野から明らかにした
という点で非常に重要なレポートである。この報告書は県の教研集会で当時近江学
園・京都大学特殊教育講座教授田中昌人氏を指導者としてむかえ活発に討議された
内容をまとめたものである。この中で、注目すべき点は特殊学級担任教師としての
姿勢として（イ）自分のカラにこもりすぎないか。（ロ）親との密接な連絡がとれ
ているか。ということが指摘され、教師だけの力に頼らないで世論の関心を深める
ために、まず「手をつなぐ親の会」を結成して、教師と父兄が一体となり縦横の連
絡を綿密にして特殊教育を推進していく等の方策が立てられたことである。このよ
うに吉野を中心とする組合の教研活動の中から民主的な障害児教育運動が展開され
ていく基礎が育まれてい ったのである。なお、全国教研の奈良県のレポートの一覧
表を資料として巻末に掲載した。

＜注と引用文献＞
74）表野秀一（1960）：普通学級に於ける特殊児童の指導を進めるために，
第10次教育研究集会全国集会奈良県報告書第14分科会，1頁。
75）同上：4頁。
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第３節　計画設置による学級増設
　　　　　特殊学級から障害児学級へ（昭和３６年~４５年）

昭和３６年奈良県特殊教育振興５ケ年計画発表
昭和３７年より県教育委員会特殊学級設置５ケ年計画開始

昭和３８年県立精神薄弱児施設登美学園開設
特殊教育専任指導主事配置（県教委）
奈良学芸大学附属小学校特殊学級開設

昭和３９年奈良県特殊教育振興１０ケ年計画発表
「特殊教育の現況と振興策」学務課（主事　土谷正弘）昭和３９年３
月『のびゆく教育』No９２　７頁～８頁

昭和４１年県立明日香養護学校開校（肢体）
昭和４２年全障研奈良支部結成

（１）基礎文献「障害児教育百年奈良県記念誌」より

　ようやく、学級に対する啓蒙が進みかけたと同時に学級設置の必要性の痛感か
ら、県は昭和３７年より５ヶ年にわたって『特殊学級増設５ヶ年計画』を樹立、学
級の増設にとりかかることになた。昭和３７年は、その１年次として小学校で６学
級、中学校で４学級の増設が実現した。前年の（甲案）につづいてカリキュラム作
成に努力し３８年３月には「特殊学級指導の手引き（丙案）」を発刊した。昭和３
８年には小学校で８校８学級と２校の学級が増設がみられ、中学校でも２校２学級
の新設をみて小学校で２１校２６学級、中学校で８校９学級となった。76）　
　
（２）計画設置による県教育委員会の振興策について

　昭和３６年に奈良県特殊教育振興５ヶ年計画が発表されるが、その行政の資料を
探したが発見できなかった。そのかわり、計画設置が始まった２年後の昭和３９年
の『のびゆく教育』３月号に「特殊教育の現況と振興策」と題して県教育委員会学
務課が計画設置の中間発表をしている文献を奈良女子大学の図書館で見つけること
ができた。その文献によって具体的な計画の内容をみてみたい。
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その４、特殊学級の現状と充実計画の中から引用する。
　学校教育法第７５条には精神薄弱者、肢体不自由者、身体虚弱者、弱視者、難聴
者、その他心身に故障のある者で、特殊学級において教育を行うことが適当と認め
られる者のために公立学校に特殊学級を設けることができると規定されている。奈
良県においては昭和２６年度片塩、鼓阪両小学校に精薄特殊学級が開設されてより
比較的増設の歩みおそく、全国の下位を低迷していたが、文部省の増設計画の推進
もあり、本県の増設５ヶ年計画が軌道にのるにしたがいおいおい充実への途をあゆ
んでいる。しかし全国的な充実の中にあってはいまだ下位を脱却するまでにいたら
ない。
○特殊学級に関する文部省の振興方策と奈良県の場合
１．市町村に対しその人口規模に応じて次の設置基準により、精神薄弱特殊学級を
小学校および中学校に設置することを奨励し、将来その設置を義務づける。
（１）市およびい人口３万人以上の町に対しては４４年度を目標に設置を義務づけ
ることにし、４３年までに設置基準に達するよう助成する。
（２）人口３万人未満の町村に対しては４９年度を目途に設置を義務づけることに
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し、４８年度までに基準に達するよう助成する。
　これにもとづき本県の現況をみれば下のようになり、現在進行中の増設５ヶ年計
画は当然新しい１０ヶ年計画へと移行されるべきものと思われる。ちなみに近府県
における状況次表のとおりで本県はきわめて低い位置にある。これは４７市町村の
うち人口１万人以下が２５町村もあり、しかも広汎なへき地と数多くの小規模校を
抱えている特殊性の故であり、ここに本県のむつかしさが考えられる。いずれにせ
よこの計画が完成すれば、県下いずれの地においても精薄の子供たちが特殊学級未
設置のため、止むなく普通学級に混入されたままかけがえのない学令期を過ごさざ
るを得ないという現状はなくなる筈である。もちろん完成時における予想就学率３
０数％ということから考えれば、これで十分ということは云えないまでも、６.４％
の現状からみれば、飛躍的な充実であり、機会均等の法の理念にむかっての大きな
前進である。とかく忘れられがちであった特殊教育が、国の振興方策と相まって大
きく動き出そうとしていることは喜ばしいことである。ただこれが便宜的に処理さ
れることなく、憲法や教育基本法の理念を文字どおり実現させるための努力を県教
委はもちろん関係各方面にも望まれる。それとともに県民の一人一人が、特殊教育
の果たしている役割を知り、暖かい励ましと理解がほしいものである。77）

　ここに記されているように、計画設置１年目の昭和３７年度の現状は、障害児学
級設置数２０学級（小学校１５学級中学校５学級）で目標の１６２学級の１２％と
近畿では最下位であった。二年目で３５学級（小学校２６学級中学校９学級）で、
ちなみに、第１次目標とされた昭和４３年には１１５学級とまだ達成されず、最終
目標とされた昭和４８年になってようやく１６６学級となって達成している。

　このように、障害児学級の設置が計画どおり順調にすすんだ一方でなかなか進ま
なかったのは養護学校の建設であった。同じく国の特殊教育振興の方策の中で目標
とされた肢体不自由児養護学校の開設は文部省は昭和３８年に奈良県に建設する計
画であったのにもかかわらず、実際に開校されたのは昭和４１年であった。これに
は、当時「厚生省の年次計画で最終年に追いつめられていた精神薄弱児施設の開設
を優先せざるをえなかった78）」という事情があった。又、「当時の人口急増と高
校進学率の上昇期にあり、高校生の受け入れ対策を優先させざるをえない79）」と
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いう事情もあった。（「奈良の障害児教育白書」３頁より）精神薄弱養護学校の開
設（昭和４６年）までにはもう少し時間がかかった。その間、障害児学級の数が増
える一方で重度の子供たちが就学猶予・免除となる数が増えるという矛盾を産んだ
のは皮肉な結果であった。

（３）県立精神薄弱児施設登美学園の開設　昭和３８年

　ここでもう一つこの時期で重要と思われるのは、精神薄弱児施設奈良県立登美学
園の開設である。奈良県で唯一の民間の精神薄弱児施設としては昭和２４年から成
美学寮があったが、県立の施設は昭和３８年にやっと開設したのである。この年に
施設内学級として富雄南小学校と富雄中学校の障害児学級が２学級ずつ設置されて
いる。開設当初は施設に収容することだけでその子たちの教育については県婦人児
童課と県教委、市教委のどこが責任をもつかが明確になっていなかった。そのため
福祉と教育のタテ割り行政の谷間に置き去りにされるということが後のちまで続い
た。当初は中軽度の子どもたちの大和寮のみであったが、学級は４教室のみで学校
用のトイレもなく、いすや机や教科書など他の学校にもらいに行ったという開設当
初の話がある。このような福祉と教育の谷間の中という不十分な教育条件のにもか
かわらず施設内の障害の軽い子どもたちの教育保障が展開されていくのである。
　後に昭和４０年に重度棟が開設してこの子たちの教育権保障が問題になってい
く。重度棟に入るためには「就学義務が猶予または免除されたものであること」が
条件とされたため、学校教育の対象外とされてしまった。学籍がないという理由で
同じ施設内にある施設内学級にもいくことができなかったのである。しかし、「登
美学園の重度棟におけるとりくみは、奈良県下では障害の重い子どもを対象とする
最初の施設であることと、学校ではなく施設であったにもかかわらず保母集団を中
心に子どもたちの発達を保障しようと実践にとりくんだことなど、奈良県の障害の
重い子どもの教育権保障の運動にとって大きな意義をもつはじめてのとりくみで
あった。80）」（奈良県障害児教育運動史研究（３）障害の重いこどもの教育保障
より）
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（４）教育課程と教育内容について奈良県特殊教育研究会を中心に

　この時期の特徴は、計画設置によって学級が飛躍的に増えた時期であると同時に
新しい担任に対する指針となる障害児学級の教育課程や教育内容が作られていく時
期でもある。その様子を片塩中学校の障害児学級担任であった中村隆宣氏の奈良県
障害児教育研究会の歴史についての聞き取り調査より引用する81）。

　１）中学校の障害児学級の実態

　特殊学級設置５ケ年計画によって昭和３８年に片塩中学校に学級が設置される。
それまでは、片塩小学校に残って実験学級の中学生というので実中の子といわれ大
事にされていたが、親から中学生やのに何で中学校にいかれないのかと運動になっ
た。教育長の中西先生がそらそやなということになり片塩中学校に学級がつくられ
たということだった。昭和３８年中学校には７校しか学級がなく、Ｔ中学校で研究
会をもったとき、地下で汗臭いにおいに加えて水の流れてくるような野球部の部室
を学級にしていたので研究会をやめて校長に談判しに行ったこともあったとのこと
であった。校長は「ちゃんとするはよう」と約束したというエピソードがある。そ
れが当時の障害児学級の実態であった。当時、生駒南中学校の野尻先生（後十津川
高校校長）がナスビやキュウリ等の農作業をさせたり、川にじゃことりしにいって
いた。こどもをつれてとれたやさいを近くの団地に売りにいったら「障害児学級の
先生は給料では生活できないので自分のこどもをつれて野菜売りにきてはるねんな
あたいへんやな」といわれたという笑い話しを野尻先生に聞かされたともおっ
しゃっていた。片塩中学校の中村先生は昭和３９年から活版印刷をはじめられた。
吉野中学校では焼杉に仏面をのせたり、縄ないもしていた。全国的には学校工場方
式がやられていたが、奈良県は生産単元学習という考え方をうちだした。

　２）小学校は生活単元学習、中学校は作業単元学習

　昭和３８年に特殊学級教育課程を作成した。甲案と乙案があった。小学校は生活
単元学習、中学校は作業単元学習を中心とした。昭和４７年ごろになて形になった
が、考え方は昭和３７～３８年ごろからあった。基本的生活習慣の育成、集団生活
への参加、社会参加などの項目を軸に生産単元として四月は種植え・・・十一月に
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は勤労の喜び・・二月職場実習、三月職業への参加などの目標を設け、社会参加と
職能の対角線を引いてこれが大きくならないといけない。中村先生の学級でもこれ
に基づいて、年賀状などを刷った売り上げや棚卸しなど収入支出の会計をしたり、
売れたお金で調理実習をしたり、奈良や大阪へ中華料理を食べに行こうと電車賃や
切符を買う学習をしたりしていた。昭和３９年の六月ごろ文部省より三木安正氏が
奈良県の視察に来た。郡山中学校、片塩小学校、片塩中学校等を視察して「奈良県
もけっして劣ってない。よくやっている。」と言われた。

　３）県指導主事専任制とブロック制担任者会

　昭和３９年にやっと県の指導主事が専任制になった。布施実氏、神谷氏、西村幸
治氏、中村芳郎（盲学校校長）氏等が、つぎつぎと担当。このころ、学級数が増え
てきたので、ブロック制担任者会をするようになった。小学校を４ブロック、中学
校を３ブロックに分けた。

小学校
北和－奈良市、生駒市、郡山市、山辺郡、添上郡
東和－天理市、桜井市、橿原市、磯城郡、宇陀郡
西和－高田市、北葛城郡
南和－御所市、五条市、吉野郡
中学校
北和－奈良市、生駒市、郡山市、山辺郡、添上郡
東和－天理市、桜井市、橿原市、磯城郡、宇陀郡
南和－高田市、北葛城郡、御所市、五条市、吉野郡

　４）特殊教育の振興、研究指定校

　昭和４０年、県・地教委・研究会による研究指定校に初瀬小学校（千賀庄之信校
長）が当たり「特殊教育に対する意識をどう高めるか」をテーマに昭和４１年に矢
追敬子先生（現在の奈良教育大附属中学校）が発表した。大変だったが、普通学級
の先生も見にきてもらい障害児教育に対する認識を新たにするきっかけになった。
昭和４１年初めての県立養護学校（明日香養護、肢体不自由）が開設。このころ、
研究会では指導要録作成について論議がされた。校長が作成することになっていた
がバラバラでなく全県で一つになるように特殊学級用の指導要録作成委員会をつ

                                                －59－



くった。学級担任の名人芸でするのはおかしい、理論に基づいて誰がやっても出来
るように、指導の過程を残さないといけないので盛んに論議した。また、特殊学級
の教育について教頭の研修会をするようになった。普通学級をもたせられないから
特殊学級をもたせているというようなことを言わないよう。

　５）近特連奈良大会　昭和４４年

　近畿の６府県と３政令指定都市の９つがもちまわりで第１回から８年目に奈良に
まわってくることになった。全県で４３人ぐらいではできない。お金もいるしなん
とかしないといけなくなったが、昭和４４年１０月２５日生駒小学校で開催し盛大
に終わる。この年から地区を中学校も南和を２つに分けて８ブロックになった。ま
た、専門委員会を５つ作った。文部省の教科等の研究会に入ると補助金が出るとい
うので小学校の特殊教育部門に中学校も一緒にはいっていた。指導主事も一生懸命
してくれたので入り込めた。全県の担任者会ももつようになり、昭和４４年未設置
校に対する啓蒙もはじまった。

（５）奈良教育大学附属小学校と中学校の障害児学級の開設
                    　　　　　　　　　　　　　　　　昭和３８年４０年
　この時期のもう一つの重要な点は、国立大学の附属小学校と中学校に障害児学級
が開設されたことである。附属小学校には昭和３８年に中学校は昭和４０年に学級
が開設されている。そして、昭和４１年には奈良教育大学養護学校教員養成課程が
開設し、この課程の卒業生が後の奈良県の障害児教育とくに養護学校の教育の発展
をになっていく中心になって行くのである。奈良教育大学附属小学校・中学校の障
害児学級については、「奈良県障害児教育運動史（２）奈良教育大学附属小学校・
中学校の教育研究」奈良教育大学教育研究所紀要１５号1979年にくわしくのってい
る。奈良県の障害児学級の歴史の中で教育大学附属小学校・中学校の障害児学級は
教員養成とかかわってより専門的科学的な障害児教育の創造と実践を押し進める中
心的存在として重要な位置をしめている。また、次の全障研奈良支部の中心とも
なっていった。
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（６）全国障害者問題研究会奈良支部の結成　昭和４３年

　また、この時期の中で重要と思われる事に全国障害者問題研究会奈良支部の結成
がある。昭和３５年の県教研集会の中からうまれた「特殊教育研究サークル」が奈
良教育大学の柳川光章教授を中心に「特殊教育研究グループ」に発展する。それが
昭和４０年ごろ「障害児教育研究グループ」に改称される。全国教研での全国的教
育サークル結成の提唱により全国障害者問題研究会の結成をうけて奈良県でもこの
「障害児教育研究グループ」のメンバーと奈良教育大附属中学校の藤森善正氏らを
中心に昭和４３年に全国障害者問題研究会奈良支部が結成された。この全障研奈良
支部の活動が権利としての障害児教育と発達保障運動の中心となっていくのであ
る。この詳しい経過については「全障研奈良支部２０年の歩み」1987年に載ってい
る。

＜注と引用文献＞
76）障害児教育百年奈良県記念会（1979）：障害児教育百年奈良県記念誌，
奈良明新社，33頁。
77）奈良県教育委員会学務課（主事　土谷正弘）（1964）：特殊教育の現況
と振興策，昭和39年３月『のびゆく教育』No92，７～８頁。
78）大久保哲夫（1989）：はじめに，奈良の障害児教育白書，4頁。
79）同上：4頁。
80）大久保哲夫・田辺正友・中野忠好・藤森善正（1980）：奈良県障害児教
育運動史研究（３）－障害の重い子どもの教育保障－，奈良教育大学教育研
究所紀要第16号，118頁。
81）1993年10月19日二上小学校校長中村隆宣氏より聞き取り調査。

第４節　養護学校の開設　重度の子供たちの教育保障

　　　と養護学校義務化まで（昭和４６年~５５年）　

昭和４６年県立西の京養護学校開校（精薄）
県立登美学園の重度の子供たちの学籍復権運動
義務化をめぐって　校区論と発達保障論
昭和５０年　県心身障害児就学指導委員会設置
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昭和５１年　高等養護学校の開校　後期中等教育の保障
昭和５４年　養護学校義務化
昭和５４・５５年　文部省指定心身障害児理解推進研究校開始　
交流教育　研究指定校 片塩小学校・片塩中学校 協力校 大淀養護学校

（１）県立西の京養護学校（精薄）の開校　昭和４６年

　奈良県最初の精神薄弱養護学校である西の京養護学校の開設は昭和４６年である
が、開校までには、様々な団体の要求運動があった。昭和４１年の奈良県手をつな
ぐ親の第３回総会で精神薄弱養護学校の新設の決議がされている。昭和４２年の奈
教組障害児教育部の県教委交渉でも要求項目として上がっていた。また、昭和４４
年に全障研奈良支部も「西の京養護学校新設についての要求懇談会82）」をひらい
て障害の重い子どもの教育保障にとりくむ学校としてその内容を充実させる運動を
すすめていった。西の京養護学校の開校はそれまで就学猶予免除で在宅をよぎなく
されていた障害の重い子どもたちの教育を保障するうえで奈良県の障害児教育の大
きな役割を担っていった。

（２）県立登美学園の重度の子供たちの学籍復権運動

　昭和４８年重度棟の子どもたちの教育がはじまった。その最初の担任であった浦
川敏恵先生の当時の文からすこし長くなるがそこにいたるまでの当時の様子を知る
ために引用してみたい83）。
　１）学籍復権運動　すぎの子学級開設

　“すべての子どもたちに教育の保障を”という全国的な運動の高まりのなかで、 
“登美学園の重度棟の子どもたちにも教育の保障を”の取り組みがかなり以前から
保母さんや指導員さんたちのなかで取り組まれ、子どもたちも「ボクも学校行きた
い」との声もあがっておりました。当時学校側に対して、「教育を受けていない子
どもがたくさんいるのをどう思うか」と質問が出され、生徒も多く卒業したこの機
会に何とかせねばと思いながら何もしていなかった４月末、本校より「重度棟の子
どもたちの教育をすすめるように」と連絡がありました。当時３名いた教員の１名
がその仕事にあたることになり、生徒は年長の太平寮から中学生に該当する者を選
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出せよとのことです。１６名中５名を選出、選出されなかった者から「僕はどう
なってるの？」「僕も学校へいくんやろ」、寮の職員からは「介助にあたるので、
できるだけ多くのこどもたちを教育してほしい」と言われます。けれど教室は１６
┃の裁縫室、そこへ食堂で使っていた机と長椅子を入れてもらっただけのもので
す。そこで５名の他にどうしても学校に行きたいと意志表示した４名を含めた９名
で、昭和４８年６月２９日に“すぎの子学級”が開級。土足のまま“ドタドタ”と
教室に上がりこむなり狭い教室で、“ゴロリ”と横になってねそべる子、靴を脱ご
うともせずうずくまっている子、まったく目の合わない子、友だちや私たちの腕に
かぶりつく子、「キイキイ」「ワーンワーン」、そのなかで男の子が一人いないこ
とに気がつき走り回って探す、ブロック塀の上に器用に横になっていてびっくり、
とこんな日々が続き、重度棟の子どもの教育ってこんなものなのかと思いながら、
汗だくの毎日で１学期がおわりました。こんなことでいいのか、施設、設備のこ
と、それに学校へきていない子どもたちをどうすればいいのかと多くの問題を持っ
て学園の先生と３日間、奈良県下の山道６００キロを家庭訪問にでました。毎日学
校へきている保護者からは「学校の先生がきて勉強を教えてくれはるのは誠に結構
なことやと思います。けど先生、うちの子はしゃべることもできへんし字もかけま
せんね、先生はこんなうちの子に何をおしえてあげてくれはるのですか」「教室も
ない学級なんてみたことがありません、教室には本とかいろいろなものが置いてあ
るのにここには何もない、なぜですか」の質問。教育内容や学籍のないことなどい
ろいろ出されました。また、学校へきていない子どもの家々からは「重度棟の子ど
もはみんな就学猶予や免除をしているのに自分とこの子どもだけ何故学校に行けな
いのですか」「重度棟の親みんなが学校に行けるように要求してきたのですよ」等
厳しい言葉を受けて帰ってきました。障害の重い子どもたちへの教育はどうあれば
いいのか、今の現状で何を大切にしていけばいいのかと教研集会、母親大会、全障
研の学習会等で意見を聞かせてもらいました。そして、重度棟の保母さんや指導員
さん、それに教組の人、教育大の先生や学生さんたちで、登美学園内にいる障害の
重い子どもたちだけでなく地域にいる障害の重い子どもたちを含めて“障害の重い
子どもの教育をすすめる会”をつくり、そこでこの子どもたちのことを考えていこ
うと準備会ができました。１学期の反省から、学校へいく子と行かない子のみぞを
つくらなように、すべての子どもを教育の対象とし、朝の会、終りの会だけは毎日
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一緒に又一週間に２回だけは全員で学習に取り組むことになりました。寮からは１
～４名が介助にあったてくれました。全員で学習に取り組む日など大変で全員教室
にはいっても何もできず、ほとんど近くの野山を歩いていろんなところを見学した
り教室外で学習をしておりました。学園内での運動会も今までの中軽度棟の子ども
たちを中心にしていたものから重度棟の子どもたちに中心がおかれるようになり、
子どもたちは大変はりきってみんなと一緒に行進したり走ったりしました。綱引き
は危険だからと外へ出るように指示された先生方に泣いて抗議する子。「みんな同
じ仲間なんだ」と叫んでいるかのようでした。反面、教師の方にも保母さんと同じ
ような病気が出はじめ“けい腕症”の診断が出され、教師の中で今後の方向が話し
合われ、中軽度棟の子どもたちの中にも手の離せない子どももいる、それに施設・
設備の不備から教師の努力では解決できない問題が出され、市教委交渉を持つこと
になりました。市教委は重度棟の子どもの教育については「そんなにたくさんの子
どもを教えるから無理がくるのは当然だ」と言わんばかりです。市教委は重度棟の
子どもたちの教育を本当に考えているのだろうか。世論の声におされ、適当にお茶
をにごしておけばと考えているのではないかと疑いたくなり、また、まして登美学
級のすべての子どもたちの教育条件については「市教委だけでは解決できない。婦
人児童課や県教委に働きかけなければならない。」というだけで、がっかりしてし
まいました。でも日頃目の前の子どもをどうするかばかりに気をとられていた私た
ちが、障害児教育とは、重度棟の子どもの教育とは、施設・設備はどうあればいい
のかをもっともっと考えていかねばと教師間で確認できた点大きな前進だったと思
います。３学期に入り、新聞紙を利用した“玉のれん”作りも、新聞紙をちぎるこ
とは大変むずかしく、細かくちぎれる子どもは当時１７名中２名でしたが、すり鉢
に新聞紙と水を入れ「ぺったん」「ぺったん」とすりこぎでつついたり、ねんどを
丸めておだんごを作ったり、めいめい自分なりに取り組める子どもが増えてきまし
た。一方、保護者のほうも行政に向けて学籍復権の取り組みが活発になり、市教委
は「子どもたちは小学校を卒業していないので中学校へ入れる訳にはいかん、又、
義務教育の年令を超過している子どもを学校に入れなければならない理由もない」
との返事。そう言われてみれば無理もないという空気がただよい、暗い気持ちの
日々を過ごしました。重度棟の教育は、施設・設備もほとんどなく、予算１万円で
スタートしました。ないないずくしの中でも、学園の先生方の後おしのおかげでな
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んとかもっているものの、来年こそはもっと教育行政が責任をもった重度棟の教育
を考えてもらわねばと市教委に訴え、又、本校にも一年のまとめと来年度の方向を
出し、年度末を迎えました。
　２）すぎの子学級２年目　学籍復権実現

　昭和４９年度の４月、念願の教員増がなり、予算も２学級分４０万円が支給さ
れ、重度棟の年長児１８名（男子１４名、女子４名）を担当することになりまし
た。できるだけ多くの子どもたちを学校で教育できるように学園から介助をお願い
しました。
　学級集団　　１８名を等質の２つに分ける　
　学習集団　　 ①発達段階別グループ　イ．１３名　　ロ．５名

　　　    　　１３名は主に学校で　５名は寮で主に生活指導を
 　②等質の学級別
　 ③全員での合同学習
　 ④発達段階別のイのグループと中軽度棟学級との交流学習

　以上の体制で、すぎの子二年目を出発しました。教師は一名増があったけれど、
教室は１６┃の裁縫室、１８名の子どもたちが椅子にすわるともういっぱい。それ
に介助の先生方２～３名入ると身動きが取れず、子どもたちが発作を起しても横に
寝かせる場所もない始末。発作で倒れそうになる子どもに気づき、机を乗り越えて
助けたり、窓の外から支えたりする事が何回もありました。子どもや保護者、学園
の先生方や私達にみんなのせっぱつまった「教室を作ってほしい」という願いが三
者協定（県、県教委、市教委）で話し合われ、夏休み中にプレハブの教室（３間×
６間、真ん中にアコーデオンカーテンを作った二教室）を作ると園側より連絡。
又、保護者の学籍復権の運動も高まり、夏休み前には市教委から「すべての子ども
に学籍復権の用意がある。学齢時をすぎた子には就学願いを、学齢時にある子は就
学猶予・免除の解除願いを提出せよ。」との連絡があり、そのことの連絡や準備に
夜中までかかって奈良県下を家庭訪問しました。みんなの願いが実現した。もう何
年来の願いだろ。小学校に入学する時からぶつかっていた難問で、長い人では１８
年間もの願いになるだろうし、又、何回も就学猶予願をだしながらそのつど辛い思
いをしてきたお父さんお母さんもおられることだろう。さあ、今度は教育の内容を
どのように進めていくか、私達の出番ですと心に誓った。二学期にはいり、念願の
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教室に移転。今まで教室がないばかりにどうしょうもなかった問題、生徒全体が同
じ条件で学校教育を受けるということが解決されたのです。・・・略・・・昭和５
０年１月に“すすめる会”の市教委交渉があり「１０月２９日に就学願いを提出し
たがいつ就学通知がおりるのか」に対して、「年令超過の問題があるのでもう少し
研究期間をおいてほしい」の返事。１月３１日、２０才をすぎたＡ君が突然成人施
設へ行ってしまいました。続いてＢさんＣ君も。登美学園は児童の施設であるため
その年齢をこえると成人施設へ移って行くより仕方ありませんが、今やっと長年に
わたっての学籍復権運動が実り、今就学通知がおりようとしている矢先、まったく
学校教育のない施設へ移っていく事がどうも納得いかず悩みました。終了式の日
「昭和４９年４月１日にさかのぼり、重度棟の子どもたち全員に中学一年生として
の学籍を与える」の連絡がありました。そして「成人施設へ行った三人のことにつ
いては検討する期間をほしい」とのことでした。嬉しさよりも成人施設へ行った三
人のことがどうしても気になる就学通知でした。全員で受けられたらどんなによ
かったか。障害が重いと就学猶予・免除された子どもたちに、教育は生存権なのだ
と全国的な叫びのなかで、この奈良県下でもこの子たちの教育を考えるようにな
り、施設入所と引きかえに教育権をうばいとられた子どもたちへの教育がはじまり
ました。「学校へ行っても子どもたち何もわからへん。ただ学校の先生が教えてい
るだけやないか。」の声もありました。たしかに私たちが教えることによって「こ
れとこれができるようになった」と言えるようなことはなにもりません。けれど、
すべての子どもたちの教育を考える教育行政が自分たちの責任で子のこらの教育に
取り組まねばならないと言うことを考えさせよう、「現実はこうしているのです
よ」「この点を理解してください」と働きかけたことが大きかったです。その小さ
な灯が今では、どんなに障害の重い子でも命に別状ない限りそれぞれの機関で教育
を受けることが当然のことのようになっております。そして、教育か福祉かの選択
をせまられることなく、教育も福祉もそして医療もと大きく変っていきつつある
今、私たちがはたした役割もやっとうかんでくるのではないだろうかと思います。
　少し長い引用になったが、この登美学園内の施設内学級での就学猶予免除になっ
ていた障害の重いこどもたちの教育はこのようにして、「教育は生存権なのだ」と
して教育を受ける権利はどんなに障害があっても保障されるべき権利であるという
ことを明確にうちだし、多の教師や保母や父母とともにみんなの願として行政に要
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求運動して得た、まさしく切り開かれてきたものだったのである。施設に入るため
に教育を受ける権利を奪われていた多くの子どもたちにやっと学籍がついたのに義
務教育を受けることなく成人施設に行ってしまった３名の子どもたちに対する思い
はその時代を象徴する教師のなんとかしてやりたいという子どもたちに対する熱い
思いとして大切にすべき思いである。この父母や教師の子どもへの熱い思いが昭和
５４年の養護学校義務化へとつながっていくのである。ここには学校教育の能力観
に対する大きな変革がみられるのである。

（３）奈良県特殊児教育研究会から奈良県障害児教育研究会へ
　奈良県障害児教育研究会のその後の動き中村隆宣氏の聞き取り調査より84）

　１）養護学校義務制にむかって

　昭和４７年から特殊教育の名称が論議を呼び、とやかくの論議はあるがともかく
障害児教育ということに落ちついた。これは全国的にも早かった。少し遅れて大阪
では養護教育となった。奈良県は進んでいた。昭和４８年毎日新聞の後援で県下障
害児の作品展を開く。いろいろな作品が集まった。厚生課の県の作品展に引き継が
れる。昭和４７～４８年に中学校の生産単元学習のあり方をまとめた。卒業生の追
跡調査を実施し、これが後の高等養護学校につながった。昭和４６年に西の京養護
学校（精薄）、昭和４９年に七条養護学校（病弱）。昭和５０年大淀養護学校（精
薄）が開校。昭和５４年から養護学校義務化にむけて養護学校があいついで建設さ
れた。昭和４７年済美小学校にことばの教室、昭和４８年椿井小学校にきこえの教
室開設。高等養護のことになり、昭和５１年に石見の訓練校に分校ができた。これ
にはかなり運動をした。知事室で奥田知事に「それぐらいわかってるわ。」とおこ
られたが、早々に高等養護が出来た。北海道の白樺養護学校を参考にしてつくられ
た高等部だけの養護学校である。昭和５０年に県の就学指導委員会が出来た。判別
委員会と言った。昭和４９年設置学校校長会もでき全国的にもよくやっている。昭
和４３年の近畿大会以後毎年全県障害児教育研究大会を開くようになった。第１２
回県大会のときから郡市別に研究活動するようになった。
　２）全特連全国大会　昭和５３年

　昭和５３年全特連の全国大会を奈良で引き受けることになり、前々年の三重大会
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や前年の北海道大会に参加。はじめて奈良で開催した。その時まとめたのが『奈良
県の障害児教育』。おおぜいの人が出てくれ発展の一つのステップになった。春日
中学校の小西先生（現在の西の京養護学校校長）や富雄南小学校の吉川久夫先生、
鶴舞小学校の矢倉先生（現在の登美ケ丘小学校、県障研事務局長）、田中文嗣先生
（現在の県教委障害児教育担当指導主事）らが中心になり準備した。幼稚園から養
護学校まで含めた他府県にはみられない広がりのある研究大会になった。ともする
と養護学校や障害児学級だけに片寄りがちだが、奈良県は模範となった。幼稚園の
江島たか子先生、五条の山田えい子先生や小中の障害児学級、養護学校の先生が一
同に会えるのも研究会では県障研か同和教育研究会ぐらいである。奥田知事も力を
入れてくれ、１５０万円出してくれた。はじめて２０００人の大台を超えた。研究
も進み４０万円も本を買って研究し、後日、教育センターにあずけた。（現在の教
育研究所にある。）

（４）義務制をめぐって　校区論と発達保障論

　昭和５４年の養護学校義務制の実施をめぐって、養護学校は隔離であり差別であ
るとしてすべての障害児を校区の普通学校学級へという運動と、発達保障として多
様な障害児教育の場を保障する発達保障論の立場の運動とが教育現場や全国教研等
の場で激しい対立と論争が展開された。奈良県でも奈良県同和教育研究会などの同
和教育の立場から校区論や原学級保障が展開されていく。一方、全障研を中心とす
る発達保障の立場から奈教組や障教組の運動とが様々なところで対立していた。校
区論によって教育現場や教育行政にいろいろな混乱がもちこまれたが、行政に対す
る両方からの要求や交渉の中で教育委員会は障害児教育に対する政策をなおざりに
できなくなっていく。養護学校の義務制はすべての障害児に教育を権利として保障
していくという大きな前進であった。これ以後就学猶予免除者は激減していく。こ
れによって養護学校も充実されていくのである。しかし、一方で、校区論と発達保
障論の論争が義務制以後の障害児学級に変化をもたらしていく。そして、もう一方
で文部省を中心とする養護学校との交流教育が展開されていくのである。

＜注と引用文献＞
82）大久保哲夫・田辺正友・中野忠好・藤森善正（1980）：奈良県障害児教
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育運動史研究（３）－障害の重い子どもの教育保障－，奈良教育大学教育研
究所紀要第16号，120頁。
83）元奈良市立富雄中学校登美学級教師集団（浦川敏恵）（1988）：登美学
級の教育－施設内学級の子どもたちの教育保障－，奈良の障害者問題No.2，
全国障害者問題研究会奈良支部，18－22頁。
84）1993年10月19日二上小学校校長中村隆宣氏聞き取り調査。

第５節　国際障害者年と国連障害者の１０年

　　　　　　　（昭和５６年~平成２年）　

昭和５６年　奈良県立障害児教育センター開所
作業所の開設
学級種別の多様化　情緒障害児学級の増加
昭和６３年奈良県立リハビリテーションセンター 開所

（１）国際障害者年奈良推進協議会の活動とつながり祭について　

　「１９８１年は国際障害者年でした。続いて国連は、１９８３年から１９９２年
までを『国連障害者の１０年』と定めました。こうした国際的な障害者問題へのと
りくみを奈良の地で民間の力ですすめるため、１９８０（昭和５５）年、４団体も
含む多くの団体・個人の参加により国際障害者年奈良推進協議会が発足しました。
全国組織としては国際障害者年日本推進協議会があります。日本推進協議会は国際
障害者年の年に『国際障害者年長期行動計画』を発表し、奈良推進協議会も『国際
障害者年にあたり行政への提言』を発表しました。政府も１９８２（昭和５７）年
３月、『障害者対策に関する長期計画』を策定し、５年後の１９８７（昭和６２）
年６月。『障害者対策に関する長期計画後期重点施策』を発表しました。奈良県も
遅ればせながら、この年の１０月、『心身障害者に関する長期計画』を策定しまし
た。85）」（「奈良の障害児教育白書」より）
　このようにして、奈良県においても国際障害者年のとりくみが奈良県推進協議会
によってすすめられ、奈良教育大学の柳川光章名誉教授が代表を務められ大きく運
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動が広がっていった。国際障害者年の後も「奈良県障害者・家族・県民のつながり
祭」として毎年３５００名以上の人々が参加する障害者運動の祭典として大きなつ
ながりの輪を広げている。このように、国際障害者年とそれにつづく国連障害者の
１０年の大きな障害者運動の高揚の中で障害児教育や障害児学級も高揚期をむかえ
る。

（２）奈良県障害児教育研究会の動き
　　　　　　　　　　中村隆宣氏からの聞き取り調査より86）

　１）事務局体制、障害児教育センターの開設

　昭和５６年から事務局長体制になる。会長は松浦勇校長、初代事務局長は中村先
生で幼小中高の連携を確立した。昭和５６年障害児教育センターができる。やかま
しく設置をして欲しいといってきたがその設置の原動力に県障研がなっていた。同
和教育研究会ともタイアップしてやれた。イデオロギー的には少し違うところがあ
るかもしれないが、提携してやってきた。日産労組からチャリティ公演に招待がは
じまった。手をつなぐ親の会との連携としては、作業所の建設や知的障害者の体育
大会への協力などがあり、県に大人は厚生課、子どもと女性は婦人児童課にいかな
ければならなかったので、障害については障害福祉課に独立するようにして欲しい
という運動もした。
　２）国際障害者年とリハビリセンター

　昭和５８年国際障害者年の流れにそって国際障害者の１０年の行動計画をつくて
ほしいと県に要求してきたが当時の上田知事は「めったに、ほっておかない。いま
にみておいてくれ。行動計画と名うってないけれどするから。」ということだった
が、その一つがリハビリテーションセンターだった。国際障害者年は大きなうねり
があった。県障研は重い団体の一つである。
　３）第２４回近畿特連奈良大会　昭和６２年

　奈良県障害児教育研究会がこの近畿特連奈良大会での資料として、本論文の基礎
資料とした「障害児教育百年奈良県記念誌」昭和５４年のもとになった「奈良県の
障害児教育」昭和５３年全特連奈良大会の続きをまとめてもう一度「奈良県の障害
児教育」を発行している。この昭和６２年版の「奈良県の障害児教育」が現在の一
番新しい歴史をまとめた文献となっている。「平成７年から８年にかけて近畿大会

                                                －70－



が回ってくるのでその時にまた歴史をまとめるだろう。」とのことである。

（３）県教育委員会の動き昭和６０年
　　　　　　　　　　　　　「奈良県教育」障害児教育特集より
　奈良県教育委員会もこの時期にひとつの障害児教育のまとめとして「奈良県教
育」昭和６０年度２号　第７４集　第８２６
号に障害児教育特集を載せている。この資料
は田中文嗣指導主事より提供いただいた。
　この中で学校教育課の「障害児教育の概
要」と題した２３頁にわたる記述と資料が載
せられている。資料の中には、障害児教育沿
革史（大正９年から昭和６０年まで）と障害
児学級児童・生徒数推移（昭和５１年から６
０年）文部省・県教委指定心身障害児理解推
進研究校一覧（昭和５４年から６１年）、就
学猶予免除者と訪問教育対象児の推移（昭和
４８年から６０年）、障害児教育センター事
業実績等が載せられており、この後に障害児
諸学校の概要として各養護学校の紹介が１７
頁載せられている。そしてこの時期の特徴と
して、「心身障害児の理解」という題で奈良県障害児教育研究会会長の松井勇校長
の文と、指導実践例として鳥見小学校の「共に学び共に高まることをめざして」と
いう題の西の京養護学校との交流教育の実践が載せられている。実に５３頁を障害
児教育にあてて特集されている。このように、この時期は障害児教育が一定大きな
力をもってきた時期であた。
　とくに県の障害児教育センターが昭和５６年に開設されて以来障害児教育の教育
相談活動や障害児学級新任研修などが充実されていった。のちに昭和６３年に奈良
県立リハビリテーションセンターの開所にともない障害児教育センターもその中に
移転し施設・設備も充実していった。現在は平成５年に奈良県教育研究所の開所に
ともなって組織統合され障害児教育部分館となっている。
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（４）奈良の障害児教育白書について　平成元年

　この時期のもう一つの障害児教育をまとめた文献として、奈良県障害児学校教職
員組合と全国障害者問題研究会奈良支部と奈良県障害者の生活と権利を衛連絡会の
３者による「奈良の障害児教育白書　
－養護学校義務制実施１０年にあたっ
て－」がある。これは、奈良教育大学
の大久保哲夫教授を中心に白書刊行委
員会がまとめたものである。大久保教
授のはじめにの中の障害児教育の歩み
の部分には簡潔に奈良県における障害
児教育の歴史がまとめられていて本論
文に大きな影響を与えられた。とく
に、この中で戦前の奈良女子高等師範
附属小学校の特別学級が設置されてい
たことが記されている奈良県で最初の
文献ではないかと思う87）。また、､．
障害児学級の部分は奈良教育大学附属
中学校の藤森善正氏が執筆されてい
る。障害児学級の現状として、障害児
学級の設置と就学状況や障害児学級の
予算、設備の現状を明らかにされてい
る。また障害児学級担任の現状として
学級担任の年齢構成、障害児学級担任
年数、免許状の有無、障害児学級担任決め方、障害児学級担任の悩みなども述べら
れている。校内の障害児教育推進体制では校内の障害児教育推進委員会についてや
校内研修、校内の適正就学指導、普通学級にいる障害児にまでおよんでいる。障害
児学級の教育内容では、教育課程について次の３つに分類されている。!生活単元
学習、作業単元学習を基礎にしている学級"原学級に基礎をおく学級#発達に視点
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をあてて取り組んでいる学級88）　その他教科書採択や行事、交流・共同教育につい
て等また進路保障の現状など総合的に奈良県の障害児学級の現状と課題を明らかに
した注目すべき資料である。また、｢．適正就学指導の部分では、奈良市の就学指
導委員を長年努められている大安寺西小学校の藤井正紀氏が執筆されている。就学
指導のシステムと就学指導委員会の現状では、就学指導委員会の設置状況と現状が
明らかにされ、就学指導の実際と就学・教育相談では、就学免除・猶予の推移と障
害児の「教育を受ける権利」の中で一応１９８６年以降は免除者は０になったもの
の就学猶予はまだ残されていることや教育を「受ける権利の実質保障が課題とされ
ている今日、一層重要性を増しているのが長期欠席児の実態」89）であるということ
が指摘され適正就学指導の改善のために具体的な問題提起がされている点等注目す
べき文献である。なお、詳しい内容につては「奈良の障害児教育白書」の本文を参
照されたい。

（５）障害児学級の障害の種別の多様化　情緒障害児学級等の増加

　この間の障害児学級の発展には質的に大きな変化がみられる。昭和５６年から平
成２年までの１０年間に奈良県の障害児学級数は昭和５５年は３５９学級（小学校
２４４学級中学校１０５学級）だったのが平成２年には６１８学級（小学校４３４
学級中学校１８４学級）とこの間に２５９学級（小学校１０２中学校６４学級）増
加している。これに対して障害児学級の児童生徒数は昭和５５年には１２６６名
（小学校８８５名・中学校３８１名）であったのが、平成２年では８９２名（小学
校６０９名・中学校２８３名）で３７４名（小学校２７６名・中学校９８名）の減
少になっている。つまりこの時期は障害児学級の児童生徒数が減少しているにもか
かわらず障害児学級数は増加しているのである。障害児学級の平均１学級あたりの
児童生徒数は昭和５５年が3.5名なのに対して平成２年は1.4名となっている。これ
には県教委が１学級１名でも障害児学級の設置を認めるようになったことと障害の
種別によって１校に複数設置されていったことが大きい。つまり障害児学級の種別
の多様化による学級増だったといえる。また、校区論による養護学校反対の影響で
障害児学級に障害の重い子どもがはいってきたことも原因していると思われる。特
に障害種別でいえば、情緒障害児学級や肢体不自由児学級・病虚弱児学級が増加し
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ていった。学級種別で学級を増やすことによって障害の多様化と重度化に対応して
いった結果として生徒数が減ったのにもかかわらず学級が増加していったのであ
る。このことが障害児学級に質的な変化をもたらしていく。

＜注と引用文献＞
85）大久保哲夫（1989）：はじめに，奈良の障害児教育白書－養護学校義務
制実施10年にあたって－，6頁。
86）1993年10月19日二上小学校校長中村隆宣氏聞き取り調査。
87）大久保哲夫（1989）：はじめに，奈良の障害児教育白書－養護学校義務
制実施10年にあたって－，3頁。
88）藤森善正（1989）：､．障害児学級，奈良の障害児教育白書－養護学校
義務制実施10年にあたって－，103頁。
89）藤井正紀（1989）：｢．適正就学指導，奈良の障害児教育白書－養護学
校義務制実施10年にあたって－，38頁。

第５章　現在と将来への展望　

　再構築の時代（平成３年から平成１１年）

通級制度化
平成５年奈良県教育研究所開所

第１節　現在の奈良県の障害児学級の現状

　平成５年現在の奈良県の障害児学級数は６６５学級（小学校４６８学級・中学校
１９７学級）で過去最高の設置数である。障害児学級の児童生徒数は９９２人（小
学校６３９名・中学校２８３名）と昭和５８年の１３８７名をピークに減少傾向に
ある。１学級あたりの児童生徒数は1.39名（小学校1.37名・中学校1.44名）で一層
小規模学級化している。これは全国一である。（巻末統計資料参照）昭和２６年に
奈良県最初の障害児学級が開設して４３年目の到達点としては全国的にみても条件
的に一番恵まれているといえる。平成２年あたりから会計検査院の監査がきびしく
なり障害種別につて特に情緒障害につてはきびしくなる傾向にある。一方、就学猶
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予免除については、１０名で免除は０名だが猶予が小学校６名中学校４名あり増え
る傾向にある。また、通級については難聴学級と言語障害児学級について今まで市
独自で行われていたことばの教室やきこえの教室などの通級を正式に認めた形で実
施されている。
　現在の奈良県の障害児学級で一番の課題は、１学級あたりの児童生徒数が１名か
ら２名という小規模学級がほとんどであることから集団の保障ということである。
とくに等質の同じぐらいの能力をもつ学習集団と生活課題を同じくする仲間集団を
どのように保障していくのかということである。障害児学級では集団がつくれない
ので一般の学級の一員として原学級で学習することで集団の保障としていることが
多い。行事や生活課題を達成するためには原学級はひとつの大切な集団であるが、
学習課題では多くの面で能力的なギャップがある。そのために障害児学級での指導
が行われるがどうしても１対１の個人指導になりがちである。しかし、学習課題を
達成するためには発達課題を同じくする等質の集団の保障がどうしても必要であ
る。それをつくりだす突破口となるのが通級制度ではないかと思う。あるいは、交
流という概念でとらえられてきた取り組みの中にそのヒントがあるのではないかと
思う。障害児学級同士の交流会や交流学習あるいは宿泊訓練など市内の障害児学級
の担任者会を中心にかなり以前からこころみられているが、これを教育課程に位置
づけて近隣の障害児学級に週に何時間か通級するということも一つの通級の形態と
して考えてもいいのではないか。また、養護学校にある時間だけ通級するというこ
とも同じようにできればさらに多様な集団の保障になるのではないかと思う。また
逆に障害児学級に養護学校の校区の生徒が通級するということも考えられる。通級
という概念を学習障害や軽度の障害児が普通学級に在籍しながら障害児学級に通級
するというだけの狭い意味にとらえるのではなく、もっと総合的柔軟に考えていく
必要があるのではないか。いつも、問題になるのは通級するときの交通機関等の利
用とくに教師の自家用車で移動することが多いのでどうしても事故の事が問題にな
る。教育の制度として確立していないために保障は個人にかかってしまうことが
ネックになるのである。学校安全会などの制度的な整備が必要である。今の制度と
しての通級は知的障害の場合は除外されているので早急に改善が望まれる。
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第２節　将来への展望

　現在はあらゆる分野で再構築の時代であると言われている。障害児教育において
も２００１年の２１世紀めざして大きな再構築の時代なのではないかと思う。平成
５年１１月２６日の参議院本会議で「障害者基本法」が全会一致で可決成立した。
この法律は今後の２１世紀をめざした障害者基本計画の策定を国に義務付け、都道
府県、市町村も障害者施策の基本計画をたてるとういことを明記している。また
「すべての障害者は、社会を構成する一員として社会、経済、文化その他のあらゆ
る分野の活動に参加する機会を与えられるものとする。」とあるように、障害者の
あらゆる分野の活動への参加の推進を基本理念としている。また、付帯決議として
「てんかん、自閉症や難病に起因する障害によって生活に支障がある者」また「精
神障害」も障害者にふくまれることを決議している。この障害者基本法によって教
育も２１世紀めざして今後大きな変革が求められている。たとえば、養護学校にお
いては障害者トイレ等の設備の改善は進んでいるけれど、一般学校では障害児学級
があって車椅子の必要な生徒がいても障害者用トイレひとつないのが実情である。
養護学校があるから普通学校には障害者用トイレは必要ないという時代は終った。
あらゆる活動に参加する機会が与えられるものとするという理念からすれば、普通
学校にも通級や交流を通して参加することがあたりまえになる時代がくる。国や
県・市が障害者があたりまえに生活できるように施設・設備の改造にかかる費用を
負担する制度が望まれる。新しく造る新築の学校には建築基準の中に障害者の配慮
した基準をもりこんでいく必要がある。最近、近鉄等の交通機関の駅にエレベー
ターを設置する工事があいついでいる。そういう意味では学校が一番遅れているの
ではないだろうか。施設・設備というハードの面だけでなく教育本来のソフトの面
の創造開発が望まれる。その意味では２１世紀に障害児学級が果たすべき役割には
大きなものがある。現在、能力観にまた大きな再構築がせまられている。偏差値の
ない進路指導や学校５日制や新学力観など自ら考えられる自己決定のできる個性の
ある子どもにという動きがみられる。障害者福祉においても「自己決定」が新しい
キーワードになっている。戦前の大正新教育で言われた自学自習と個性に通ずるも
のをこの「奈良県の障害児学級の歴史について」の研究を通して発見したように思
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う。そして、いつも、一番だいじなことは、教師のなんとかしたいという子どもへ
の熱い思いなのである。そのことに気付かせてくれたのもほかならぬ、この歴史研
究を通してであった。はじめに引用した西久保奈良石氏のことばはそのことを教え
てくれているのである。

さいごに　

　奈良県の障害児学級の歴史について研究をはじめたものの、戦前から現在までの
幅広く奥深い資料の前にどうまとめたらいいのか難しく、引用文がほとんどで暗中
模索にすすめてしまった。しかし、一応、奈良県の障害児学級の歴史についてのア
ウトラインは描けたのではないかと思う。これには、ゼミで的確な方向性を示して
いただき多くの示唆を与えていただいた菅田洋一郎教授のおかげと深く感謝してお
ります。また、資料や聞き取り調査に協力いただいた、西村先生、阪口先生、吉田
先生、中村先生はじめたくさんの方々のご協力のおかげと感謝しております。本当
にありがとうございました。
　なお、本研究で不足している資料として親の会や父母の障害児学級に関する資料
と同和教育からの障害児教育の資料があると思います。また、校区論と発達保障論
や国際障害者年に関する資料と記述が不足している点、最近の障害児学級について
の具体的調査、概論的なものから焦点をしぼった研究等、今後の課題とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９４年１月３１日
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